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学校の管理や
文化スポーツ振興などに

市議会の
運営などに

農業、林業、
水産業の振興などに

道路、公営住宅、
公園の整備などに

高齢者、障害者、
児童の福祉推進などに

商工業や
観光振興などに

借りたお金の返済に

病気の予防や
ごみ処理などに

総務費
労働費などに

消防施設の整備や
消防団の運営などに約6千円

（1万5千円）

約5万1千円
（12万2千円）

約1万8千円
（4万4千円）

約4万9千円
（11万6千円）

約20万4千円
（48万7千円）

約8万5千円
（20万4千円）

約1万円
（2万3千円）

約17万円
（40万6千円）

約7万6千円
（18万2千円）

約2万円
（4万8千円）

○○○商店

西海市

福祉やまちづくり、環境、教育、経済など、私たちの暮らしに関わり
の深い一般会計予算は、ごみ処理施設整備事業、リサイクル推進施設整
備事業、市営住宅建設事業等の大型公共事業や長崎がんばらんば国体関
連経費、市立保育所運営費負担金等扶助費等の増加により、６月補正後
の対前年比８．１㌫増の２０９億８，５３８万４千円となっています。
５町合併から１０年目を迎え、西海市のまちづくりの第２ステージに入
ることから、市政運営のテーマに「西海創生」を掲げ、「自然・食・歴
史・文化」を活かしたまちづくりについて、今後、さらに継続・発展さ
せていくこととしています。
新たに取り組む事業として、合併１０周年記念事業、西海市療育支援相

談センター運営事業、災害救援物資備蓄事業、ヨメコイサイカイ事業、
小中学校 ICT 化事業、炭鉱遺構活用事業などを盛り込み、「市民協働の
住みよいまちづくり」の実現に向けて積極的な取り組みを行っていきます。
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広報さいかい 2014年4月号

まちづくり

平成２６年度

当初予算が決定
ごみ処理施設整備事業等により８．１％増

一般会計 ２０９億８，５３８万４千円
（対前年度比８．１％増）

特 別 会 計 １２２億７，０３４万２千円（対前年度比５．２％増）

公営企業会計 ６億７，４８０万２千円（対前年度比５０．７％増）

全 会 計 ３３９億３，０５２万８千円
（対前年度比７．６％増）

１世帯当たりの予算

約１６４万７千円
※当初予算額を平成２６年１月末日時点の人口３０，４４９人で市民一人当たりの金額に換算して
います。また、（ ）内は平成２６年１月末日時点の世帯数（１２，７４０世帯）換算で一世帯当
たりの金額です。

市民１人当たりの予算

約６８万９千円
一般会計
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歳入

自主財源
【23.7％】
自主財源
【23.7％】
自主財源
【23.7％】

依存財源
【76.3％】
依存財源
【76.3％】
依存財源
【76.3％】

市税　
37億3,875万円
（17.8％）

市税　
37億3,875万円
（17.8％）

市税　
37億3,875万円
（17.8％） 「分担金及び負担金」、

「使用料及び手数料」
など 9億2,603万円
（4.4％）

「分担金及び負担金」、
「使用料及び手数料」
など 9億2,603万円
（4.4％）

「分担金及び負担金」、
「使用料及び手数料」
など 9億2,603万円
（4.4％）

繰入金、繰越金
3億1,627万円
（1.5％）

繰入金、繰越金
3億1,627万円
（1.5％）

繰入金、繰越金
3億1,627万円
（1.5％）

地方交付税
71億円
（33.8％）

地方交付税
71億円
（33.8％）

地方交付税
71億円
（33.8％）国庫支出金

25億6,590万円
（12.2％）

国庫支出金
25億6,590万円
（12.2％）

国庫支出金
25億6,590万円
（12.2％）

県支出金
14億7,323万円
（7.0％）

県支出金
14億7,323万円
（7.0％）

県支出金
14億7,323万円
（7.0％）

市債
42億6,820万円
（20.4％）

市債
42億6,820万円
（20.4％）

市債
42億6,820万円
（20.4％）

地方譲与税など
5億9,700万円
（2.9％）

地方譲与税など
5億9,700万円
（2.9％）

地方譲与税など
5億9,700万円
（2.9％）

一般会計の歳入構成比

（目的別）

民生費
61億9,772万円
（29.5％）

民生費
61億9,772万円
（29.5％）

民生費
61億9,772万円
（29.5％）

衛生費
51億6,931万円
（24.6％）

衛生費
51億6,931万円
（24.6％）

衛生費
51億6,931万円
（24.6％）

農林水産業費
5億6,213万円（2.7％）
農林水産業費
5億6,213万円（2.7％）
農林水産業費
5億6,213万円（2.7％）商工費

2億9,576万円（1.4％）
商工費
2億9,576万円（1.4％）
商工費
2億9,576万円（1.4％）

土木費
14億7,901万円（7.1％）
土木費
14億7,901万円（7.1％）
土木費
14億7,901万円（7.1％）

消防費
6億1,562万円（2.9％）
消防費
6億1,562万円（2.9％）
消防費
6億1,562万円（2.9％）

教育費
15億5,484万円
（7.4％）

教育費
15億5,484万円
（7.4％）

教育費
15億5,484万円
（7.4％）

議会費
1億9,085万円
（0.9％）

議会費
1億9,085万円
（0.9％）

議会費
1億9,085万円
（0.9％）

総務費その他
23億2,211万円
（11.1％）

総務費その他
23億2,211万円
（11.1％）

総務費その他
23億2,211万円
（11.1％）

公債費
25億9,803万円
（12.4％）

公債費
25億9,803万円
（12.4％）

公債費
25億9,803万円
（12.4％） 歳出

一般会計歳出の目的別構成比

その他
2億7,545万円（1.3％）
その他
2億7,545万円（1.3％）
その他
2億7,545万円（1.3％） 人件費

31億2,331万円（14.9％）
人件費
31億2,331万円（14.9％）
人件費
31億2,331万円（14.9％）

扶助費
35億3,393万円
（16.8％）

扶助費
35億3,393万円
（16.8％）

扶助費
35億3,393万円
（16.8％）

公債費
25億9,803万円
（12.4％）

公債費
25億9,803万円
（12.4％）

公債費
25億9,803万円
（12.4％）

物件費
24億6,882万円（11.8％）
物件費
24億6,882万円（11.8％）
物件費
24億6,882万円（11.8％）

補助費等
14億4,211万円（6.9％）
補助費等
14億4,211万円（6.9％）
補助費等
14億4,211万円（6.9％）

繰出金
28億8,327万円
（13.7％）

繰出金
28億8,327万円
（13.7％）

繰出金
28億8,327万円
（13.7％）

普通建設事業費
46億6,046万円
（22.2％）

普通建設事業費
46億6,046万円
（22.2％）

普通建設事業費
46億6,046万円
（22.2％）

歳出
（性質別）

一般会計歳出の性質別構成比

一般会計歳入と歳出の構成比（総額２０９億８，５３８万４千円）

●自主財源
市が自主的に得ることができる収入で、市税、使用料および手数
料、諸収入など。
●市税
個人市民税、法人市民税、固定資産税、軽自動車税など、市へ納
付される税金。
●分担金及び負担金
特定の事業の実施により利益を受けた人（団体）から徴収するお
金。
●使用料及び手数料
施設の利用や役務の提供を受けた人から徴収するお金。
●繰入金
特別会計や基金などから一般会計に入れるお金。
●繰越金
前年度の会計から繰り越されるお金。
●依存財源
地方交付税や国・県支出金など、国や県から入ってくるお金や、
市の借金である市債など。
●地方交付税
国税の中から、全国の自治体が同水準の事務が行えるよう、一定
の基準により交付されるお金。
●国・県支出金
国や県から使用目的を特定して交付されるお金。
●市債
建物建設や道路整備など多額の費用がかかる場合に、国や銀行な
どから長期的に借りるお金。
●地方譲与税
国が徴収した税金から一定の基準に従い譲与されるお金。

用語解説・歳入

●人件費
議員報酬、各種委員報酬、特別職給与、職員給など。
●扶助費
社会保障制度の一環として法令（生活保護法、児童福祉法、老人福祉法等）
に基づき支出される経費及び市単独で行っている各種扶助の経費。
●公債費
市が金融機関等から借り入れた市債（借金）の元利償還金など。
●物件費
賃金、旅費、交際費、需用費、役務費、備品購入費、報償費、委託料、使
用料及び賃借料、原材料費等。ただし、普通建設事業費、維持補修費及び
災害復旧事業費に含まれるものを除く。
●補助費等
各種団体等に対する負担金、補助及び交付金、寄付金など。
●繰出金
一般会計と特別会計または特別会計相互間において支出される経費など。
●普通建設事業費
道路、橋りょう、学校、庁舎等公共用又は公用施設の新増設などの建設事
業に要する経費。
●その他
維持補修費、貸付金、積立金、災害復旧費、予備費など。

用語解説・性質別

予 算 額
４６億０，９２６万円
２億７，１０８万円
３億５，５２７万円
１１億１，１０４万円
１４億９，５０３万円
４億２，１０５万円
１億１，９９８万円
３８億６，２８６万円

２，４７８万円

会 計 名
国 民 健 康 保 険（事業勘定）
国 民 健 康 保 険（直診勘定）
後 期 高 齢 者 医 療
簡 易 水 道 事 業
下 水 道 事 業
工 業 団 地 整 備 事 業
交 通 船 事 業
介 護 保 険（保険事業勘定）
介護保険（サービス事業勘定）

特別会計

予 算 額
２億１，６００万円
２億３，９６８万円
２億４，１４９万円
３億３，７３４万円

８，２６５万円
８，９７５万円
１万円
８０３万円

会 計 名
事 業 収 益
事 業 費 用
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出
事 業 収 益
事 業 費 用
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

水道事業

工 業 用
水道事業

企業会計

広報さいかい 2014年4月号
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平成２６年度
施 政 方 針

テ
ー
マ
は「
西
海
創
生
」

ま
ち
づ
く
り
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
が
ス
タ
ー
ト

１
、
暮
ら
す

▲工事が進むエネルギー回収推進施設

平
成
２６
年
度
は
、
市
制
施
行
１０
年

目
の
節
目
の
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

私
は
、
平
成
２６
年
度
を
西
海
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
と
し
て

位
置
づ
け
、
市
政
運
営
の
テ
ー
マ
に

「
西
海
創
生
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

今
年
度
も
引
き
続
き
、「
健
全
財

政
運
営
・
財
政
規
律
」
を
踏
襲
し
つ

つ
、
市
政
の
重
点
施
策
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。西

海
市
長

田
中

隆
一

行
財
政
改
革
の
推
進

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
着
実
な

実
行
を
図
る
た
め
集
中
改
革
プ
ラ
ン

に
沿
っ
た
事
務
事
業
の
見
直
し
や
組

織
の
再
編
、
人
事
管
理
の
適
正
化
な

ど
各
種
の
行
政
改
革
施
策
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

市
役
所
の
組
織
・
機
構
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
政
策
形
成
部
門
の
強

化
を
図
る
た
め
、
さ
い
か
い
力
創
造

部
に
総
務
部
秘
書
広
報
室
お
よ
び
産

業
振
興
部
商
工
観
光
課
を
統
合
し
、

ま
た
、
建
設
水
道
部
の
事
業
推
進
体

制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
建
設
部
と

水
道
部
へ
再
編
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

主
要
施
策
お
よ
び
事
業

こ
れ
ま
で
西
海
市
で
は
「
さ
い
か

い
力
の
結
集
に
よ
る
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
標
に
、
本
市
が
有
す

る
多
彩
で
豊
か
な
地
域
資
源
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
や
、
後
期
基
本
計

画
に
掲
げ
る
基
本
目
標
で
あ
る
「
暮

ら
す
」「
働
く
」「
学
ぶ
」「
安
心
す

る
」
を
柱
と
し
た
各
種
施
策
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

西
海
市
が
抱
え
る
構
造
的
な
課
題

で
あ
る
、
人
口
減
少
、
所
得
の
低
迷
、

地
域
活
力
の
低
下
に
つ
い
て
も
、
官

民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
と
と
も

に
、
市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ

の
た
め
、
西
海
市
の
「
自
然
」

「
食
」「
歴
史
・
文
化
」
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
方
針
と
し
、

そ
の
戦
略
プ
ラ
ン
の
ひ
と
つ
と
な
る

「
西
海
里
山
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
の

取
り
組
み
を
推
進
拡
大
す
る
こ
と
で
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
個
性
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ま
た
、「
環
境
実
践
モ
デ
ル
都
市
」

の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
県

を
通
し
て
国
へ
提
案
し
た
「
海
洋
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
証
フ
ィ
ー
ル

ド
」
の
誘
致
や
、
洋
上
風
力
発
電
の

事
業
化
な
ど
、「
な
が
さ
き
海
洋
・

環
境
産
業
拠
点
特
区
」
を
生
か
し
た

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
創
出
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

〜
地
域
資
源
を
生
か
し
た
住
み
た
く

な
る
里
づ
く
り
〜

地
球
温
暖
化
対
策
と
循
環
型
社
会
の

形
成再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
・

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
個
人
住

宅
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
や

電
気
自
動
車
購
入
等
に
対
す
る
補
助

制
度
を
引
き
続
き
継
続
し
ま
す
。
ま

た
、
循
環
型
社
会
の
形
成
の
た
め
、

市
内
で
発
生
す
る
ご
み
お
よ
び
下
水

汚
泥
等
か
ら
炭
化
燃
料
を
製
造
す
る

「
西
海
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
推
進
施

設
」を
継
続
し
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

住
環
境
の
整
備

住
宅
施
策
に
お
い
て
は
、
公
営
住

宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
沿
っ
て
建
替

事
業
の
進
ち
ょ
く
を
図
る
と
と
も
に
、

既
存
市
営
住
宅
の
改
修
な
ど
を
実
施

し
、
安
全
で
快
適
な
生
活
基
盤
の
整

備
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
を
行
う
と
と
も

に
、
老
朽
危
険
空
き
家
の
発
生
を
抑

制
す
る
た
め
、
空
き
家
等
の
適
正
管

理
の
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

土
木
事
業
に
つ
い
て
は
、
継
続
事

業
と
し
て
市
道
橋
梁
長
寿
命
化
事
業
、

大
瀬
戸
町
の
市
道
内
山
線
改
良
事
業
、

な
ど
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
新
規

の
道
路
改
良
事
業
と
し
て
、
市
道
伊

ノ
浦
線
他
４
路
線
の
測
量
設
計
業
務

委
託
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
で
は
、
西
海
市
水
道
統

合
事
業
に
つ
い
て
浄
水
場
施
設
の
設

計
業
務
な
ら
び
に
管
路
工
事
に
着
手

し
、
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
汚
水

処
理
普
及
向
上
を
目
指
し
、
公
共
下

水
道
事
業
に
よ
り
瀬
戸
処
理
区
お
よ

び
大
串
処
理
区
の
管
渠
整
備
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
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２
、
働
く

３
、
学
ぶ

４
、
安
心
す
る

安
全
な
暮
ら
し
の
確
保

消
費
者
行
政
で
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
の
充
実
を
図
り
、
市
民
の
皆

様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

基
地
対
策
関
係
で
は
、
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ

施
設
が
横
瀬
貯
油
所
に
移
転
し
本
格

的
な
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

安
全
で
安
心
し
て
運
用
さ
れ
る
こ
と

が
た
い
へ
ん
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら

九
州
防
衛
局
や
米
海
軍
と
十
分
協
議

を
行
い
ま
す
。

〜
い
つ
ま
で
も
働
け
る
元
気
な
産
業

が
息
づ
く
里
づ
く
り
〜

新
た
な
雇
用
機
会
の
創
出

企
業
誘
致
に
お
い
て
は
、
西
彼
町

風
早
地
区
に
平
成
２７
年
３
月
末
の
完

成
を
目
指
し
、
工
業
団
地
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

関
係
機
関
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
雇
用
の
場
の
創
出
に
向
け
て

私
自
ら
も
営
業
活
動
に
臨
み
、
企
業

誘
致
に
精
力
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

旧
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
の
再
生
に
つ

い
て
は
、
平
成
２６
年
度
を
Ｂ
ゾ
ー
ン
、

Ｃ
ゾ
ー
ン
の
本
格
的
な
再
生
の
年
と

位
置
付
け
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
利
活

用
促
進
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

商
工
関
係
に
つ
い
て
は
、「
な
が

さ
き
海
洋
・
環
境
産
業
雇
用
創
造
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
に
よ
り
造
船
業

を
振
興
し
、
雇
用
創
出
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、「
さ
い
か
い
ほ
っ

と
券
」
の
発
売
、「
ま
ち
な
か
活
性

化
推
進
事
業
」
を
活
用
し
た
商
店
街

の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
西
海
市

が
も
つ
「
自
然
」「
食
」「
歴
史
・
文

化
」
を
最
大
限
に
活
用
し
、
今
後
も

西
海
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
図
る
た

め
、
西
海
市
観
光
協
会
、
市
内
事
業

者
な
ど
と
連
携
し
た
各
事
業
の
推
進
、

観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
情
報
発
信
に
努
め
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

産
業
の
振
興

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

基
盤
整
備
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
、

農
業
所
得
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
、
森
林
が

治
山
、
治
水
な
ど
の
公
益
的
機
能
の

役
割
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
、
森

林
経
営
計
画
に
基
づ
き
、
間
伐
や
枝

打
ち
を
行
い
、
優
良
材
の
生
産
に
取

り
組
み
ま
す
。

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
明

る
い
展
望
を
も
っ
た
水
産
業
に
再
生

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
水
産
物
販

売
・
流
通
対
策
と
し
て
、
本
市
水
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
と
販
路
拡

大
、
新
た
な
商
品
開
発
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

〜
生
き
が
い
と
未
来
を
創
造
す
る
教

育
の
里
づ
く
り
〜

教
育
環
境
に
つ
い
て
は
、
小
中
学

校
適
正
配
置
を
「
西
海
市
立
小
・
中

学
校
適
正
配
置
基
本
計
画
」
に
沿
っ

て
、
小
学
校
の
複
式
学
級
の
解
消
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
答
申
に
係
る

地
区
別
説
明
会
を
終
え
ま
し
た
の
で
、

今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
実
施

計
画
素
案
を
作
成
し
、
保
護
者
、
地

域
住
民
の
皆
様
方
へ
の
説
明
会
を
経

て
、
小
中
学
校
適
正
配
置
審
議
会
等

を
設
置
し
、
実
施
計
画
素
案
や
開
校

準
備
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
協
議
・

検
討
を
行
っ
て
い
く
よ
う
計
画
し
て

い
ま
す
。

学
校
教
育
つ
い
て
は
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
の
三
者
が
「
協
働
の
精

神
」に
基
づ
き
、「
確
か
な
学
力
」「
豊

か
な
人
間
性
」「
健
や
か
な
心
と

体
」
の
育
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、

子
ど
も
の
個
性
や
創
造
性
を
育
む
教

育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
少
子
化

が
進
む
中
、
地
域
活
動
の
中
核
と
な

る
公
民
館
の
役
割
は
今
後
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
引
き

続
き
自
治
公
民
館
活
動
の
支
援
を
図

り
、
各
地
区
の
実
態
に
合
わ
せ
た
公

立
公
民
館
組
織
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
い
て

事
業
展
開
を
進
め
、
全
体
的
な
市
民

ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ
全
般
に
つ

い
て
推
進
す
る
と
と
も
に
、
西
海
市

体
育
協
会
の
充
実
・
強
化
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

〜
安
心
し
て
生
み
育
て
豊
か
に
暮
ら

せ
る
里
づ
く
り
〜

保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
総
合
的

な
健
康
づ
く
り
計
画
で
あ
る
第
２
次

「
健
康
さ
い
か
い
２１
」
計
画
に
掲
げ

た
全
体
目
標
で
あ
る
、
健
康
寿
命
の

延
伸
と
健
康
格
差
の
縮
小
を
達
成
す

る
た
め
、
生
活
習
慣
病
の
一
次
予
防

を
重
点
と
し
て
、
乳
幼
児
期
か
ら
高

齢
期
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
健
康
増
進
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

福
祉
政
策
に
つ
い
て
は
、「
安
心

し
て
産
み
育
て
、
豊
か
に
暮
ら
せ
る

里
づ
く
り
」
と
い
う
基
本
方
針
に
沿

い
、
子
育
て
支
援
や
障
が
い
者
福
祉

施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

療
育
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

さ
ん
や
保
護
者
の
た
め
、
療
育
支
援

相
談
セ
ン
タ
ー
を
４
月
に
オ
ー
プ
ン

し
、
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
介
護
保
険
事
業
お
い

て
、
平
成
２６
年
度
は
、「
第
６
期
介

護
保
険
事
業
計
画
及
び
老
人
福
祉
計

画
」
の
策
定
年
度
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
策
定
に
際
し
て
は
２
０
２

５
年
を
見
据
え
、
本
計
画
を
「
地
域

包
括
ケ
ア
計
画
」
と
位
置
づ
け
、
住

民
に
よ
る
「
自
助
」「
互
助
」
を
は

ぐ
く
み
、
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可

能
性
の
確
保
に
向
け
た
も
の
と
し
ま

す
。生

活
保
護
に
つ
い
て
は
、
生
活
に

困
窮
さ
れ
る
方
々
が
能
力
や
資
力
を

最
大
限
に
活
用
し
て
一
日
で
も
早
く

自
立
し
た
生
活
が
確
立
で
き
る
よ
う

関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

就
労
支
援
や
多
重
債
務
の
解
消
な
ど

各
種
支
援
策
を
講
じ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
受
診

率
向
上
に
よ
り
、
糖
尿
病
や
高
血
圧

症
な
ど
生
活
習
慣
に
起
因
す
る
疾
病

の
予
防
や
重
症
化
防
止
を
図
り
、

中
・
長
期
的
な
医
療
費
の
削
減
を
目

指
し
ま
す
。

▲工業団地の完成予想図
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平
成
２５
年
度
西
海
市
表
彰

２
月
２８
日
、
市
役
所
議
場
で
平
成
２５
年
度
の
西
海
市
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

社
会
福
祉
、
交
通
安
全
防
犯
な
ど
の
分
野
で
功
労
お
よ
び
善
行
が
あ
っ
た

１６
名
と
１
団
体
に
田
中
市
長
が
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

当
日
、
田
中
市
長
は
、「
こ
の
表
彰
は
、

西
海
市
の
自
治
の
振
興
ま
た
は
産
業
、
厚
生
、

教
育
、
文
化
等
の
進
展
に
貢
献
し
、
そ
の
功

績
が
顕
著
な
方
を
称
え
、
さ
ら
な
る
市
政
の

発
展
と
市
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
表
彰
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
は
そ
れ
ぞ
れ
、

長
年
に
わ
た
っ
て
社
会
貢
献
を
さ
れ
た
方
、

交
通
安
全
運
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
、
迅
速
か

つ
果
敢
な
行
動
で
尊
い
命
を
救
わ
れ
た
方
、

障
が
い
を
乗
り
越
え
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
お
い

て
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
方
、
そ
し
て

多
額
の
ご
寄
付
を
さ
れ
た
方
で
あ
り
、
皆
様

の
献
身
的
な
ご
功
労
に
対
し
、
市
民
を
代
表

し
て
深
い
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。
今
日

ま
で
本
市
が
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

の
は
、
受
賞
さ
れ
た
皆
様
は
も
と
よ
り
、
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
の
た
ま
も
の
に

ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
「
市
民
協
働
」

を
実
践
さ
れ
、
市
政
発
展
に
貢
献
し
て
い
た

だ
い
た
も
の
で
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

今
年
度
受
賞
さ
れ
た
個
人
、
団
体
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
社
会
福
祉
功
労
】

▼
木
下

庄
八
（
崎
戸
町
）

▼
田
中

禎
子
（
西
海
町
）

多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
員
と
し
て
活
動

し
、
人
権
の
保
護
や
啓
発
活
動
等
に
貢
献
。

▼
内
野
タ
ケ
コ
（
西
彼
町
）

▼
佐
古

健
吾
（
大
瀬
戸
町
）

多
年
に
わ
た
り
身
体
障
害
者
相
談
員
と
し

て
活
動
さ
れ
、
多
様
な
相
談
の
解
決
に
貢

献
。

【
交
通
安
全
防
犯
功
労
】

▼
麻
生
慶
一
郎
（
西
海
町
）

多
年
に
わ
た
り
交
通
指
導
員
と
し
て
活
動

さ
れ
、
交
通
事
故
防
止
に
貢
献
。

【
人
命
救
助
功
労
】

▼
柏
木

世
次
（
崎
戸
町
）

▼
宮
﨑

幹
夫
（
崎
戸
町
）

平
成
２５
年
６
月
、
船
上
で
急
病
で
倒
れ
た

男
性
を
２
名
で
協
力
し
て
救
助
。

▼
出
口

寛
壽
（
大
瀬
戸
町
）

▼
岡
野

健
作
（
大
瀬
戸
町
）

▼
谷

照
生
（
大
瀬
戸
町
）

▼
今
里

祐
治
（
大
瀬
戸
町
）

平
成
２５
年
１０
月
、
海
に
転
落
し
た
児
童
を

４
名
で
協
力
し
て
救
助
。

▼
朝
長

直
衛
（
西
彼
町
）

▼
廣
田

豊
（
西
彼
町
）

平
成
２５
年
１１
月
、
海
に
転
落
し
た
男
性
の

救
助
お
よ
び
転
覆
船
の
牽
引
に
よ
る
被
害

拡
大
防
止
に
貢
献
。

【
教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
功
労
】

▼
田
中

匠
貴
（
西
海
町
）

平
成
２４
年
度
第
１２
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
競
技
に
お
い
て
大

会
新
記
録
で
優
勝
。

【
善
行
表
彰
】

▼
宮
原

直
人
（
西
彼
町
）

多
年
に
わ
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
地

域
の
清
掃
活
動
に
取
り
組
み
、
環
境
美
化

に
貢
献
。

▼
山
口

智
英
（
佐
世
保
市
）

▼
ハ
ラ
サ
ン
ギ
ョ
ウ
株
式
会
社
（
川
棚
町
）

市
政
振
興
に
対
し
て
多
額
の
寄
付
。
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教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
特
に
功
績
が
あ
っ
た
個

人
や
団
体
を
表
彰
す
る
平
成
２５
年
度
西
海
市
教
育
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
功
労
表
彰
式
が
２
月
２７
日
、
西
海
公
民
館
で
執
り
行
わ

れ
、
個
人
１２
名
と
４
団
体
が
功
労
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
個
人
、
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
。

掲
載
し
て
い
る
学
年
は
受
賞
当
時
の
学
年
）。

【
文
化
顕
彰
】

▼
佐
藤
昇
太
（
西
彼
北
小
６
年
）

第
５８
回
長
崎
県
小
・
中
学
校
児
童

生
徒
美
術
作
品
展「
子
ど
も
県
展
」

絵
画
部
門
・
長
崎
県
知
事
賞
受
賞

▼
谷
添
詩
織
（
雪
浦
小
４
年
）

第
５８
回
長
崎
県
小
・
中
学
校
児
童

生
徒
美
術
作
品
展「
子
ど
も
県
展
」

絵
画
部
門
・
長
崎
県
知
事
賞
受
賞

▼
大
町
怜
由
（
西
海
北
小
３
年
）

第
５９
回
長
崎
県
小
・
中
学
校
児
童

生
徒
美
術
作
品
展「
子
ど
も
県
展
」

絵
画
部
門
・
教
育
委
員
会
賞
受
賞

▼
德
永
絵
美
理
（
大
島
西
小
４
年
）

第
５９
回
長
崎
県
小
・
中
学
校
児
童

生
徒
美
術
作
品
展「
子
ど
も
県
展
」

版
画
部
門
・
造
形
教
育
研
究
会
賞

受
賞

▼
近
藤
清
花
（
西
彼
中
２
年
）

全
九
州
珠
算
選
手
権
大
会
団
体
３

位

▼
山
川
瑠
美
（
西
彼
中
２
年
）

全
九
州
珠
算
選
手
権
大
会
団
体
３

位
▼
山
川
瑠
莉
（
西
彼
中
２
年
）

全
九
州
珠
算
選
手
権
大
会
団
体
３

位
【
ス
ポ
ー
ツ
顕
彰
・
個
人
】

▼
鳥
海
連
志
（
大
崎
中
３
年
）

ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
パ
ラ
競
技
大
会
マ

レ
ー
シ
ア
２
０
１
３
車
椅
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

準
優
勝

▼
田
川
祐
輔

第
１３
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競

技
３
位

▼
谷
口
雅
樹（
西
彼
農
業
高
校
３
年
）

平
成
２５
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
競
技
大
会
ス
ナ
ッ
チ
競
技
３
位

▼
宇
都
圭
太（
西
彼
農
業
高
校
２
年
）

第
６８
回
国
民
体
育
大
会
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
Ｃ
＆
ジ
ャ
ー

ク
競
技
３
位

▼
永
尾
小
百
合（
長
崎
明
誠
高
校
３
年
）

平
成
２５
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
ボ
ー
ト
競
技
女
子
ダ
ブ

ル
ス
カ
ル
競
技

優
勝

【
社
会
教
育
功
労
】

▼
川
内
公
民
館

生
涯
学
習
推
進
大
会
で
実
践

発
表
す
る
な
ど
、
長
年
子
ど

も
の
健
全
育
成
や
伝
統
行
事

を
活
か
し
た
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

▼
中
山
公
民
館

生
涯
学
習
推
進
大
会
で
実
践

発
表
す
る
な
ど
、
長
年
伝
統

文
化
を
活
か
し
た
活
気
あ
ふ

れ
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

【
ス
ポ
ー
ツ
顕
彰
・
団
体
】

▼
西
海
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

平
成
２５
年
度
九
州
中
学
校
体
育
大

会

準
優
勝

▼
西
彼
農
業
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
部

平
成
２５
年
度
全
九
州
高
等
学
校
体

育
大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

競
技
団
体

準
優
勝

個人１２名、４団体を表彰
西海市教育・文化・スポーツ功労表彰平成

２５年度
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西
彼
地
区

運
命
の
子

ト
リ
ソ
ミ
ー

松
永

正
訓

西
海
地
区

と
ま
ど
い
本
能
寺
の
変岩井

三
四
二

大
島
地
区

穴

小
山
田
浩
子

大
瀬
戸
地
区

嫁
姑
が
幸
せ
に
な
れ
る
１
０
０
の
知
恵

大
原

敬
子

染
色
体
の
異
常
・
１３
ト
リ
ソ
ミ
ー
。

目
も
見
え
ず
、
耳
も
聞
こ
え
ず
、
ミ

ル
ク
を
飲
む
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ

ん
な
赤
ち
ゃ
ん
を
我
が
子
と
受
け
入

れ
て
…
。
小
児
外
科
医
が
綴
る
、
障

害
新
生
児
を
授
か
っ
た
家
族
の
歩
み

の
物
語
。

本
能
寺
の
変
勃
発
！
こ
れ
は
ピ
ン
チ

か
、
は
た
ま
た
チ
ャ
ン
ス
か
⁉
大
き

な
岐
路
を
前
に
と
ま
ど
う
信
長
の
息

子
、
家
臣
、
敵
将
、
女
た
ち
を
、
温

か
く
描
い
た
連
作
短
編
集
。

仕
事
を
辞
め
夫
の
田
舎
に
移
り
住
ん

だ
夏
。
奇
妙
な
獣
を
追
う
う
ち
に
、

私
は
得
体
の
し
れ
な
い
穴
に
落
ち
る
。

夫
の
家
族
や
隣
人
も
、
何
か
が
お
か

し
い
…
。
表
題
作
ほ
か
全
３
編
を
収

録
。「
穴
」
で
芥
川
賞
を
受
賞
。

今
日
か
ら
は
幸
せ
の
種
を
蒔
き
、
大

切
な
お
嫁
さ
ん
や
お
姑
さ
ん
と
共
に
、

健
や
か
に
生
き
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

嫁
姑
問
題
を
人
生
相
談
で
ズ
バ
リ
解

決
し
、
幸
せ
に
導
い
て
き
た
著
者
が

贈
る
、
幸
せ
な
関
係
の
築
き
方
。

お
す
す
め
の
本

新
刊
紹
介

お
は
な
し
会
・

お
た
の
し
み
会

１
枚
の
利
用
者
カ
ー
ド
で
西
海
市
内

の
公
立
図
書
館
・
図
書
室
の
本
を
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
下
さ
い
。

な
お
、
貸
出
期
間
は
２
週
間
で
す
。

借
り
た
ら
期
限
内
に
返
却
を
お
願
い

し
ま
す
。

児童書
著 者

アンデルセン／原作
富安 陽子
須磨 久善
角野 栄子
宮野 聡子
三宅 裕志
はた こうしろう
福知 伸夫
藤咲 あゆな
赤木 かん子
小林 ゆき子
中川 洋典
石崎 洋司
かこ さとし
井上 夕香

題 名
すずのへいたいさん
鬼まつりの夜
医者になりたい君へ
いすおばけぐるぐるんぼー
パンツちゃんとはけたかな
クラゲの秘密
かんちがいレストラン
ぱか ぱか
魔天使マテリアル１７ 罪深き姫君
きれいですごい魚
くろくまくんのパンケーキ
デデとひこうき
黒魔女の騎士ギューバッド
あかいありのぼうけんえんそく
ホームヘルパー犬ミルキー

一般書
著 者

葉室 麟
「丸」編集部
槙 孝子
カミ・ガルシア＆マーガレット・ストール
鳥居本 幸代
小島 達矢
森 晶麿
中澤 日菜子
ナガノ マサユキ
相場 英雄
西村 京太郎
花房 観音
近藤 典子
白石 一文
恩田 陸

題 名
山桜記
写真集 零戦
長生きしたけりゃふくらはぎをもみなさい
ビューティフル・クリーチャーズ
千年の都 平安京のくらし
シュレーダーの階段
名無しの蝶は、まだ酔わない
お父さんと伊藤さん
スマイルデザインカプチーノ
トラップ
生死の分水嶺・陸羽東線
偽りの森
近藤典子の『片づく寸法』図鑑
彼が通る不思議なコースを私も
雪月花黙示録

地区

西彼

西海

大島

崎戸

大瀬戸

内 容

絵本の読み語り・工作など

絵本の読み語りほか

絵本の読み語りほか

絵本の読み語り・工作など

日 時

４月５日 １０時００分～

４月１２日 １０時３０分～

４月２６日 １０時３０分～

４月１９日 １０時００分～

地 区

西 彼

西 海

大 島

大瀬戸
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ニュース
長崎がんばらんば国体西海市実行委員会（西海市教育委員会スポーツ振興課内）

TEL　0959-37-0076／FAX　0959-22-1120

第第
９９
回回
ささ
いい
かか
いい
シシ
テテ
ィィ
ーー
ウウ
ォォ
ーー
クク
にに

がが
んん
ばば
くく
んん
・・
らら
んん
ばば
ちち
ゃゃ
んん
がが
登登
場場

３
月
２
日
、
第
９
回
さ
い
か

い
シ
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催

さ
れ
、
大
瀬
戸
総
合
運
動
公
園

体
育
館
を
出
発
地
と
し
て
大
瀬

戸
町
多
以
良
地
区
を
歩
き
ま
し

た
。当

日
は
、
が
ん
ば
く
ん
・
ら

ん
ば
ち
ゃ
ん
が
応
援
に
か
け
つ

け
、
参
加
者
に
た
く
さ
ん
の

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
鍛
錬

コ
ー
ス
約
１８
㌔
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ー
ス
約
９
㌔
。
参
加
者
の
み

な
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
く
ん
、

ら
ん
ば
ち
ゃ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
出
向
い
て

国
体
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

国
体
弁
当

調
整
会
議
を
実
施

西
海
市
で
は
、
長
崎
が
ん
ば

ら
ん
ば
国
体
新
体
操
競
技
の
開

催
中
、
選
手
・
監
督
や
競
技
役

員
に
地
元
の
食
材
を

生
か
し
た
独
自
の
弁

当
を
提
供
し
ま
す
。

献
立
内
容
は
、
栄

養
士
や
弁
当
業
者
に

よ
る
専
門
部
会
で
協

議
し
て
お
り
、
３
月

６
日
に
第
２
回
の
国

体
弁
当
調
整
会
議
を
実
施
し
ま

し
た
。

弁
当
容
器
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら

レ
シ
ピ
ま
で
を
考
え
、
食
材
も

西
海
市
の
特
産
品
に
こ
だ
わ
り
、

選
手
や
監
督
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
な
弁
当
作

り
を
目
指
し
て
、
た

く
さ
ん
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
関
係
者

に
よ
る
試
食
会
な
ど

も
実
施
す
る
予
定
で

す
。

国体開催に伴い、市内スポーツ施設の一部が使用できません。
国体開催の準備、運営等に伴い、９月中旬から１０月末まで市内のスポーツ施設の一部が使用できません。
詳しくは、長崎がんばらんば国体ホームページをご覧ください。
利用者の皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

平成２６年１０月
３１

平成２６年１０月
３１

３０

３０

２９

２９

２８

２８

２７

２７

２６

２６

２５

２５

２４

２４

２３

２３

２２

２２

２１

２１

２０

２０

１９

１９

１８

１８

１７

１７

１６

１６

１５

１５

１４

１４

１３

１３

１２

１２

１１

１１

１０

１０

９

９

８

８

７

７

６

６

５

５

４

４

３

３

２

２

１

１

大瀬戸総合運動公園
（全施設）

大瀬戸中学校体育館
（サブ会場）

西海スポーツガーデン
（補助練習場）
西彼中央グラウンド、
西彼多目的グラウンド（駐車場）
西彼農村環境改善セン
ター下駐車場
多以良運動場、
七釜鍾乳洞駐車場（駐車場）
多以良体育館
（機材搬入） ９月２１日～

西彼総合体育館

西彼中央グラウンド、
西彼多目的グラウンド（駐車場）
西彼農村環境改善センター・
駐車場（駐車施設ほか）

（着色した日が使用できません）

正式競技：新体操

デモスポ行事：３Ｂ体操
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小学生
親善交流団
北海道広尾町
訪問記

旭川旭川

札幌札幌

芽室芽室
帯広帯広

釧路釧路

函館函館

広尾町
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�
�
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��

北
海
道
広
尾
町
と
西
海
市
と
の
つ

な
が
り

昭
和
６１
年
７
月
、
旧
大
島
町
が

両
町
の
発
展
を
期
待
し
、
姉
妹
町

の
盟
約
を
交
わ
し
ま
し
た
。
以
来
、

地
域
活
性
化
の
取
組
や
物
産
交
流

に
加
え
、
小
中
学
生
に
よ
る
親
善

交
流
少
年
団
の
派
遣
を
相
互
に
行

い
、
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

平
成
１７
年
の
合
併
に
よ
り
、
大

島
町
が
西
海
市
と
な
っ
て
か
ら
も
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
広
尾
町
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
た
め
、

西
海
市
と
し
て
継
続
・
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
１８
年
７
月
、
北
海
道
広
尾

町
に
お
い
て
、
西
海
市
か
ら
市
長

や
議
長
な
ど
、
広
尾
町
か
ら
町
長

を
は
じ
め
町
議
会
議
員
な
ど
が
出

席
し
、
西
海
市
と
広
尾
町
の
間
に

新
し
い
絆
を
結
ぶ
姉
妹
都
市
の
盟

約
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
盟
約
の
締
結
に
よ
り
、

北
海
道
と
長
崎
県
と
い
う
日
本
列

島
の
北
と
南
に
位
置
す
る
２
つ
の

市
町
が
、
気
候
や
風
土
、
文
化
、

生
活
の
違
い
や
共
通
点
を
互
い
の

特
色
と
し
て
交
流
し
合
う
こ
と
で
、

両
市
町
の
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
分
野
の
交
流

「
平
成
２５
年
度
西
海
市
小
学
生

親
善
交
流
団
員
派
遣
」

教
育
分
野
で
は
、
広
尾
町
の
小

学
生
と
の
交
流
や
文
化
、
広
大
な

自
然
環
境
、
北
海
道
の
冬
を
肌
で

感
じ
る
体
験
に
よ
り
、
両
市
町
の

友
好
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

次
代
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
子
ど

も
た
ち
の
育
成
を
図
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
広
尾
町
訪
問
に
向
け
、

市
内
小
学
４
・
５
年
生
を
対
象
に
、

小
学
生
親
善
交
流
団
員
を
募
集
し

ま
し
た
。

応
募
者
１２
名
で
抽
選
を
行
い
、

４
年
生
４
名
（
男
子
２
名
、
女
子

２
名
）
５
年
生
６
名
（
男
子
２
名
、

女
子
４
名
）
の
１０
名
で
交
流
団
を

結
成
し
、
北
海
道
広
尾
町
を
訪
問

し
ま
し
た
。

片
道
約
二
千
キ
ロ
、

北
海
道
広
尾
町
へ
の
旅

４
日
間
の
主
な
活
動

１１１１１１
日日日日日日
目目目目目目

７
時
４０
分
、
西
海
市
を
出
発
。

長
崎
空
港
か
ら
飛
行
機
に
乗
り
、

羽
田
空
港
で
乗
り
換
え
て
、
１５
時

頃
、
帯
広
空
港
に
到
着
し
ま
し
た
。

氷
点
下
５
度
の
空
気
と
真
っ
白
な

広
い
大
地
に
興
奮
気
味
の
交
流
団
。

迎
え
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
バ
ス
に

乗
っ
て
、
ど
こ
ま
で
も
真
っ
直
ぐ

西海市と姉妹都市の盟約を結んでいる北海道
広尾町を小学生親善交流団（市内の小学４・５
年生１０名）が１月３１日から２月３日までの４日
間、訪問しました。
子どもたちの感想文や写真をもとに、訪問の
様子を紹介します。

北海道広尾町
広尾町は、北海道十勝管内の最南端に位置し、
東は北海道有数の漁業資源を有する太平洋、西は
日高山脈の山並みがそびえたち、その三系に源を
持つ４本の河川が海に注ぎ、豊かな自然を生かし
た漁業を中心に農林業を基幹産業として発展して
きました。また、首都圏を結ぶ最短距離に位置す
る重要港湾「十勝港」は、十勝の海上輸送の拠点
港として今後も発展が期待されています。昭和５９
年、ノルウェーのオスロ市から国外初のサンタラ
ンドの認定を受けて
以来、「愛と平和、
感謝と奉仕」を基本
理念としてサンタラ
ンドにふさわしい町
づくりに取り組んで
います。

２月１日㈯

・歓迎式、対面式
（広尾町コミュニティセンター）
・町内見学（十勝港→
フンベの滝→博物館）

・ソリすべり
・クリスマスリース作り
・民泊先へ

２月３日㈪

・お別れ式
・広尾町出発【７時４０分】
・帯広空港発【９時５５分】
・西海市着【１７時４０分】
・到着式、解散

１月３１日㈮

・出発式
・西海市出発【７時４０分】
・帯広空港着【１５時５分】
・広尾町着【１７時】
・オリエンテーション
・雪遊び
・夕食 入浴 就寝

２月２日㈰

・帯広氷祭り見学
・冬のアウトドア体験と野
鳥観察

・幸福駅見学
・民泊先へ

４日間の主な活動内容

広報さいかい 2014年4月号

きょういくの広場

ま
ち
づ
く
り

き
ょ
う
い
く
の
広
場

環
境
ニ
ュ
ー
ス

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

ま
ち
の
話
題

く
ら
し
の
情
報
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に
続
く
雪
原
を
進
み
ま
し
た
。
道

中
、
縦
に
並
ん
だ
信
号
機
や
道
路

の
線
を
知
ら
せ
る
矢
印
な
ど
、
雪

国
な
ら
で
は
の
工
夫
を
知
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

１７
時
、
夕
闇
に
包
ま
れ
た
広
尾

町
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
に
到
着
。

広
尾
町
教
育
委
員
会
の
笹
原
教
育

長
を
は
じ
め
、
教
育
委
員
会
の
皆

様
が
横
断
幕
を
広
げ
出
迎
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
は
、

早
速
外
に
出
て
、
念
願
の
雪
遊
び

を
楽
し
み
ま
し
た
。

２２２２２２
日日日日日日
目目目目目目

長
崎
よ
り
早
い
日
の
出
。
そ
れ

よ
り
早
く
ス
タ
ー
ト
し
た
交
流
団

の
早
朝
雪
遊
び
。
小
積
ん
だ
雪
山

に
の
ぼ
っ
た
り
雪
の
ベ
ッ
ド
に
寝

転
が
っ
た
り
。
濡
ら
し
た
タ
オ
ル

を
振
り
回
し
て
凍
ら
せ
る
と
い
う

貴
重
な
実
験
に
も
成
功
し
ま
し
た
。

お
い
し
い

朝
ご
は
ん
の

後
、歓
迎
式
・

対
面
式
の
会

場
へ
。
広
尾

町
の
村
瀬
町

長
は
じ
め
、

来
賓
の
皆
様
、

交
流
団
の
ご
家
族
に
見
つ
め
ら
れ

る
中
、
緊
張
気
味
の
面
々
。
広
尾

町
交
流
団
と
の
わ
く
わ
く
の
対
面

の
後
、
前
日
ま
で
し
っ
か
り
考
え

た
自
己
紹
介
を
立
派
に
や
り
遂
げ

ま
し
た
。

い
よ
い
よ
両
交
流
団
の
交
流
が

ス
タ
ー
ト
。
湧
水
が
凍
っ
て
で
き

た
「
フ
ン
ベ
の
滝
」、
や
北
国
の

生
き
物
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る

博
物
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
北
海

道
の
自
然
の
不
思
議
さ
・
美
し
さ
、

生
き
物
た
ち
の
迫
力
満
点
の
姿
に

感
動
し
ま
し
た
。
バ
ス
の
中
で
は
、

パ
ー
ト
ナ
ー
と
隣
同
士
で
座
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
話
題
で
語
り
合
っ
て

い
ま
し
た
。

午
後
は
町
営
の
ス
キ
ー
場
で
、

そ
り
す
べ
り
体
験
。広
い
空
、真
っ

白
な
大
地
。
冷
た
い
風
と
ス
ピ
ー

ド
を
全
身
で
感
じ
な
が
ら
、
繰
り

返
し
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

研
修
セ
ン
タ
ー
に
戻
り
、
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
に
挑
戦
。
地

元
青
年
団
の
皆
様
の
ご
指
導
を
受

け
て
、
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
に
仕

上
げ
ま
し
た
。
手
も
口
も
よ
く
動

く
様
子
に
、
互
い
の
心
の
距
離
が

ぐ
ん
と
近
づ
い
た
こ
と
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

夕
方
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
方

が
迎
え
に
来
て
く
だ
さ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
民
泊
体
験
を
し
ま
し
た
。

３３３３３３
日日日日日日
目目目目目目

午
前
中
、
楽
し
み
に
し
て
い
た

「
帯
広
氷
祭
り
」
を
見
学
。
た
く

さ
ん
の
雪
像
と
氷
像
。
氷
で
作
ら

れ
た
す
べ
り
台
、
呼
び
声
も
に
ぎ

や
か
な
出
店
。
自
由
行
動
の
時
間

が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
よ
う

で
し
た
。

昼
食
で
お
な
か
を
満
た
し
た
後
、

午
後
は
、
ま
ず
、
十
勝
川
温
泉
ア

ク
ア
パ
ー
ク
で
雪
を
利
用
し
た
遊

び
を
体
験
。
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
に

つ
な
い
だ
ゴ
ム
ボ
ー
ト
や
バ
ナ
ナ

ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
、
雪
の
上
を
走

る
ス
ノ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

隣
接
す
る
「
白
鳥
公
園
」
で
は
、

水
辺
に
や
っ
て
く
る
白
鳥
や
鴨
に

え
さ
を
あ
げ
ま
し
た
。
今
年
の
冬

は
例
年
よ
り
気
温
が
高
く
、
集

ま
っ
て
く
る
野
鳥
も
少
な
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
野
生
の
生
物
は

自
然
の
変
化
に
も
敏
感
な
よ
う
で

す
。こ

の
日
の
最
後
、「
幸
福
駅
」

に
行
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
雪
が

降
り
始
め
、
今
は
、
廃
線
と
な
っ

て
い
る
こ
の
駅
が
、
ま
す
ま
す
趣

深
い
場
所
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

４４４４４４
日日日日日日
目目目目目目

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
、
交
流
の
旅
も
最
終
日

を
迎
え
ま
し
た
。
お
別
れ
式
で
は
、

一
人
一
人
が
広
尾
町
で
の
思
い
出

を
発
表
し
ま
し
た
。

西
海
市
の
交
流
団
員
と
し
て
、

心
と
体
を
精
い
っ
ぱ
い
使
い
、
北

海
道
な
ら
で
は
の
「
ひ
と
・
も

の
・
こ
と
」
に
ふ
れ
た
４
日
間
。

団
員
一
人
一
人
の
心
の
中
に
、
北

海
道
広
尾
町
と
の
つ
な
が
り
が
生

ま
れ
た
よ
う
で
し
た
。

こ
の
夏
、
今
度
は
、
広
尾
町
の

小
学
生
親
善
交
流
団
の
み
な
さ
ん

が
西
海
市
に
や
っ
て
き
ま
す

九
州
の
暑
い
夏
を
満
喫
し
て
も

ら
え
る
体
験
が
、
用
意
さ
れ
る
予

定
で
す
。

西
海
の
地
で
両
交
流
団
が
元
気

に
再
会
し
、
一
層
交
流
を
深
め
て

く
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

広報さいかい 2014年4月号

きょういくの広場

ま
ち
づ
く
り

き
ょ
う
い
く
の
広
場

環
境
ニ
ュ
ー
ス

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

ま
ち
の
話
題

く
ら
し
の
情
報
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４
日
間
の
思
い
出
小
学
生
親
善
交
流
団
員
１０
名
が
、
４
日
間
の
交
流
に
つ
い
て
、
感
想
文
を
書

き
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

空
か
ら
見
た
北
海
道
は
、
一
面

が
雪
で
真
っ
白
で
初
め
て
見
る
景

色
で
し
た
。
あ
ん
ま
り
き
れ
い

だ
っ
た
か
ら
、
写
真
を
と
り
ま
し

た
。一

番
楽
し
か
っ
た
の
は
、
そ
り

す
べ
り
体
験
で
す
。
ス
ノ
ー
モ
ー

ビ
ル
と
い
う
乗
り
物
に
乗
り
ま
し

た
。
寒
か
っ
た
け
ど
、
ス
ピ
ー
ド

が
速
く
て
ス
リ
ル
が
あ
っ
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。
何
回
も
や
り
ま
し

た
。
ほ
か
に
も
雪
の
上
で
の
遊
び

を
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
。

お
ど
ろ
い
た
の
は
氷
祭
り
で
す
。

氷
で
で
き
た
ゴ
ジ
ラ
の
ぞ
う
や
氷

の
す
べ
り
台
が
あ
り
ま
し
た
。
太

陽
が
出
て
い
る
の
に
と
け
な
か
っ

た
か
ら
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
北

海
道
は
、
す
ご
く
寒
い
ん
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
家
で
は
、

北
海
道
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
教
え

て
も
ら
っ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
シ
ャ
ロ
ッ

ケ
や
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
や
ぶ
た
丼
な
ど

お
い
し
い
も
の
も

食
べ
ま
し
た
。
そ

れ
も
い
い
思
い
出

で
す
。

特
に
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、「
そ

り
す
べ
り
」と「
帯
広
氷
祭
見
学
」

で
し
た
。
浮
き
輪
の
よ
う
な
形
の

そ
り
に
ね
転
が
っ
て
乗
る
そ
り
は
、

ク
ル
ク
ル
と
回
転
し
な
が
ら
ス

ピ
ー
ド
が
速
く
出
て
、
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
雪
の
上
を
す
べ
る
バ

ナ
ナ
ボ
ー
ト
に
も
乗
り
ま
し
た
。

交
流
し
た
友
達
と「
楽
し
い
ね
。」

と
か
、「
雪
が
前
か
ら
く
る
ね
。」

な
ど
と
言
い
な
が
ら
仲
良
く
な
り

ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
お
父

さ
ん
が
、
か
ま
く
ら
を
作
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
中
に
入
る
と
家

の
中
に
い
る
く
ら
い
温
か
く
て
お

ど
ろ
き
ま
し
た
。
港
で
は
、
漁
師

さ
ん
が
と
っ
て
き
た
ば
か
り
の
毛

ガ
ニ
や
、
と
び
っ
こ
と
い
う
初
め

て
食
べ
る
も
の
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
は
、

思
い
出
の
た
く
さ

ん
つ
ま
っ
た
ア
ル

バ
ム
ま
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
私
の
宝
も
の

で
す
。

北
海
道
は
寒
い
日
で
マ
イ
ナ
ス

２０
度
、
暖
か
い
日
で
も
マ
イ
ナ
ス

１
度
の
き
び
し
い
世
界
だ
と
知
り

ま
し
た
。
ぼ
く
が
行
っ
た
日
は
、

雪
は
少
し
し
か
な
く
、
雪
合
戦
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
寒
さ
の

せ
い
で
耳
は
い
た
く
て
、
し
も
や

け
が
で
き
て
し
ま
し
ま
し
た
。
北

海
道
の
人
た
ち
は
、
こ
の
寒
さ
で

も
元
気
に
生
活
し
て
い
る
の
で
す

ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
に
は
、

北
海
道
の
人
の
ま
ね
は
で
き
ま
せ

ん
。ま

た
、
雪
が
た
く
さ
ん
ふ
っ
て

も
道
ろ
が
分
か
る
よ
う
に
、
印
を

つ
け
て
い
る
と
言
っ
て
い
た
の
で
、

す
ご
い
工
夫
を
し
て
い
る
と
思
い

ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
雪
を
と
か
す
た
め

に
薬
を
ま
い
て
い
る
の
を
見
て
、

長
崎
と
は
ち
が
う
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。

ぼ
く
は
、
北
海
道
の
行
事
な
ど
、

長
崎
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
体
験

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

長
崎
と
北
海
道

の
ち
が
い
も
知

る
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

一
番
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
す
。
さ
く
ら
さ

ん
の
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
か

ま
く
ら
を
作
っ
て
く
れ
て
、
名
前

も
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。
暖
か
い

か
ま
く
ら
の
中
で
、
冬
の
授
業
の

話
を
し
ま
し
た
。
北
海
道
で
は
ス

ケ
ー
ト
の
授
業
が
あ
る
そ
う
で
す
。

長
崎
で
も
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
な

と
思
い
ま
し
た
。
か
ま
く
ら
の
中

で
写
真
も
と
り
ま
し
た
。
く
っ
つ

い
て
と
っ
た
の
が
、
仲
良
し
み
た

い
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

雪
に
絵
も
か
き
ま
し
た
。
り
り

か
さ
ん
が
ぶ
ど
う
を
か
い
た
の
で
、

わ
た
し
も
ま
ね
し
て
か
き
ま
し
た
。

だ
れ
も
ふ
ん
で
い
な
い
雪
の
上
に

絵
を
か
く
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

い
っ
ぱ
い
絵
を
か
い
て
、
い
っ
ぱ

い
笑
い
ま
し
た
。

私
は
、
新
し
く
お
友
達
を
作
る

の
が
、
あ
ま
り

得
意
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
行
く

前
は
心
配
だ
っ

た
け
ど
、
友
達

が
作
れ
た
の
で

す
。
楽
し
い
思

い
出
も
た
く
さ

ん
で
き
ま
し
た
。

帯
広
空
港
に
着
い
た
時
、
ま
ず

目
に
つ
い
た
の
は
、
広
い
平
地
と

そ
こ
に
積
も
っ
た
雪
で
し
た
。

研
修
セ
ン
タ
ー
の
前
に
は
、
ス

ケ
ー
ト
リ
ン
ク
が
あ
っ
て
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
ぬ
れ
た
ハ
ン
カ
チ

を
ふ
り
ま
わ
す
と
、
そ
の
ま
ま
こ

お
っ
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

雪
が
山
の
よ
う
に
積
も
っ
て
い
ま

し
た
。
大
き
い
の
で
、
家
一
け
ん

く
ら
い
高
か
っ
た
で
す
。
道
路
も

こ
お
っ
て
い
て
何
度
か
す
べ
り
ま

し
た
。

帯
広
氷
祭
り
に
も
行
き
ま
し
た
。

氷
の
像
は
と
て
も
き
れ
い
で
感
動

し
ま
し
た
。
氷
の
す
べ
り
台
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。

北
海
道
は
、
と
て
も
寒
く
お
ど

ろ
き
ま
し
た
が
、
景
色
が
き
れ
い

で
、
雪
が
多
く
て
、
心
が
大
き
く

な
っ
た
感
じ

が
し
ま
し
た
。

こ
の
き
ち
ょ

う
な
体
験
を

家
族
や
友
達

に
た
く
さ
ん

お
話
し
し
た

い
と
思
い
ま

す
。

すぎもと れん

杉本 蓮
大瀬戸小学校４年

ひら せ み か ん

平瀬みかん
西海東小学校４年

た がわ ゆ き

田川 有紀
西海西小学校４年

よし む た すぐる

吉牟田 豪
西海北小学校４年

ば ば り り か

馬場凛々花
大串小学校４年

広報さいかい 2014年4月号

きょういくの広場

ま
ち
づ
く
り

き
ょ
う
い
く
の
広
場

環
境
ニ
ュ
ー
ス

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

ま
ち
の
話
題

く
ら
し
の
情
報
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自
己
紹
介
が
始
ま
っ
た
。
私
の

パ
ー
ト
ナ
ー
の
村
野
百
々
さ
ん
が

自
己
紹
介
を
始
め
た
。（
あ
っ
、

こ
の
子
が
百
々
ち
ゃ
ん
！
仲
良
く

な
ろ
う
。）
と
思
っ
た
。

百
々
ち
ゃ
ん
家
族
が
、
自
然
を

生
か
し
た
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
連

れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。ま
た
、百
々

ち
ゃ
ん
の
友
達
の
家
の
お
庭
に
お

じ
ゃ
ま
し
て
、
ミ
ニ
ス
キ
ー
を
体

験
し
、
雪
中
花
火
を
し
た
の
も
心

に
強
く
残
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

い
よ
い
よ
最
後
の
日
の
夜
。
百
々

ち
ゃ
ん
の
弟
妹
と
４
人
で
一
緒
の

布
団
で
ね
た
。
修
学
旅
行
の
よ
う

で
楽
し
か
っ
た
。

こ
の
冬
の
よ
う
な
体
験
が
縁
と

い
う
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
帰
っ

て
き
て
か
ら
も
、
村
野
家
の
顔
が

う
か
び
、
ど
う
し
て
い
る
か
な
あ

と
思
い
、
ま
た
会
い
た
い
と
願
わ

ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。

今
度
の
夏
、

西
海
市
に
来

ら
れ
る
日
を

楽
し
み
に
し

て
い
る
。

車
で
走
っ
て
い
る
と
、
頭
上
に

矢
印
の
か
ん
板
が
見
え
た
。
交
流

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
父
さ
ん
が
、
雪

が
積
も
っ
て
い
て
も
、
ど
こ
ま
で

が
道
路
か
わ
か
る
よ
う
に
つ
け
た

目
印
だ
と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

雪
の
多
い
北
海
道
な
ら
で
は
の
工

夫
だ
と
感
心
し
た
。

ま
た
、
ぼ
く
は
、
西
海
市
は
ミ

カ
ン
が
特
産
で
甘
い
み
か
ん
が
食

べ
ら
れ
る
こ
と
や
、
あ
ら
か
ぶ
な

ど
の
魚
が
た
く
さ
ん
釣
れ
る
こ
と

な
ど
を
た
く
さ
ん
話
し
た
。

出
発
す
る
ま
で
は
、
広
尾
町
は
、

と
て
も
遠
い
町
だ
っ
た
け
れ
ど
、

旅
を
終
え
た
今
は
、
と
て
も
身
近

な
町
に
な
っ
て
い
る
。
広
尾
町
に

友
達
が
で
き
た
こ
と
や
、
西
海
市

と
同
じ
よ
う
に
自
然
が
豊
か
で
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

今
度
の
夏
は
、
広
尾
町
の
友
達

だ
ち
が
西
海

市
に
や
っ
て

く
る
。
ぼ
く

は
、
心
を
込

め
て
お
も
て

な
し
を
し
た

い
。

フ
ン
ベ
の
滝
の
水
は
凍
っ
て
い

て
つ
ら
ら
が
た
く
さ
ん
で
き
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
フ
ン

ベ
の
滝
と
い
う
の
だ
ろ
う
と
思
い

調
べ
て
み
る
と
、
フ
ン
ベ
と
は
ア

イ
ヌ
語
で
「
ク
ジ
ラ
」
と
い
う
意

味
で
し
た
。
昔
、
周
辺
は
ク
ジ
ラ

が
捕
れ
る
浜
だ
っ
た
か
ら
名
付
け

ら
れ
た
そ
う
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
を
し

た
後
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
竣
矢
く
ん

の
家
に
行
き
ま
し
た
。
竣
矢
く
ん

の
家
で
牛
を
育
て
て
い
る
と
聞
き
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
竣
矢
く
ん

の
お
母
さ
ん
に
「
初
め
て
の
人
は

牛
の
に
お
い
が
鼻
に
く
る
か
も

ね
。」
と
言
わ
れ
「
え
っ
。」
と
思

い
ま
し
た
。
実
際
、
降
り
て
み
る

と
、
本
当
に
ツ
ン
と
き
ま
し
た
。

竣
矢
く
ん
は
、
５
人
兄
弟
と
聞
き
、

う
ま
く
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

不
安
だ
っ
た
け
れ
ど
、
竣
矢
く
ん

の
家
の
人

た
ち
は
と

て
も
優
し

く
、
心
が

温
か
か
っ

た
の
で
、

す
ぐ
な
か

よ
く
な
れ

ま
し
た
。

朝
日
が
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

日
の
出
が
早
く
、
長
崎
だ
と
７
時

く
ら
い
な
の
に
、
広
尾
町
で
は
、

６
時
半
く
ら
い
か
ら
の
ぼ
り
始
め

て
い
ま
し
た
。
北
の
地
方
と
南
の

地
方
の
違
い
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

ま
た
、
み
ん
な
で
雪
の
す
べ
り

台
を
作
っ
た
り
、
タ
ヌ
キ
の
足
あ

と
を
見
つ
け
た
り
し
た
の
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
長
崎
で
は
絶
対
に

で
き
な
い
冬
の
遊
び
方
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
パ
ー

ト
ナ
ー
の
田
中
か
え
で
さ
ん
や
そ

の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
、
温

か
く
む
か
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

広
尾
町
の
み
な
さ
ん
は
、
優
し

く
っ
て
楽
し
く
っ
て
、
と
て
も
い

い
方
た
ち
ば
か
り
で
し
た
。

サ
ン
タ
の
町
の
広
尾
町
で
、
私

は
い
ろ
い
ろ
な
体

験
が
で
き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
動
物

や
お
い
し
い
食
べ

物
に
も
め
ぐ
り
会

え
ま
し
た
。
１１
歳

の
私
の
最
高
の
思

い
出
に
な
り
ま
し

た
。

３
泊
４
日
の
旅
を
漢
字
一
文
字

で
表
す
と
「
友
」
の
字
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
は
三
つ
の
理
由
か
ら
で

す
。１

つ
目
は
、
遠
く
は
な
れ
た
北

海
道
に
友
達
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
夢
乃
さ
ん
と

は
、
お
互
い
の
住
ん
で
い
る
町
や

学
校
の
話
、
観
光
名
所
の
話
を
し

て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

２
つ
目
は
、
広
尾
町
で
お
世
話

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
大
人
の
方
々

と
も
た
く
さ
ん
会
話
を
し
て
、
親

し
く
な
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で

す
。
仲
良
く
な
る
の
に
、
年
は
関

係
な
い
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
３
つ
目
。
こ
れ
は
、

一
緒
に
行
っ
た
西
海
市
の
仲
間
と

友
達
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら

で
す
。
学
校
は
違
う
け
れ
ど
、
同

じ
西
海
市
に
友
達
が
増
え
た
こ
と

が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

夏
に
は
、
西
海
市
で
「
お
も
て

な
し
」
を
し
ま

す
。
広
尾
町
の

友
達
と
、
北
海

道
で
は
で
き
な

い
体
験
を
一
緒

に
楽
し
み
た
い

で
す
。

たけぐち な ぎ さ

竹口なぎさ
大島西小学校５年

い ば はや と

射場 速人
西彼北小学校５年

なかがわ せいりゅう

中川 世琉
西彼北小学校５年

つじ の りん か

辻野 鈴佳
亀岳小学校５年

せ がわ あ す か

瀬川あす香
亀岳小学校５年

広報さいかい 2014年4月号

きょういくの広場

ま
ち
づ
く
り

き
ょ
う
い
く
の
広
場

環
境
ニ
ュ
ー
ス

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

ま
ち
の
話
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ら
し
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西
海
市
離
島
高
校
生
修
学
支
援
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て

平
成
２６
年
３
月
３
日
付
け
で
、
伝
「
深

澤
與
五
郎
幸
可
」
肖
像
画
が
西
海
市
指
定

有
形
文
化
財
（
絵
画
）
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
肖
像
画
は
、
江
戸
時
代
に
捕
鯨
業

で
栄
え
た
松
島
深
澤
組
の
組
主
・
深
澤
與

五
郎
幸
可
（
１
６
５
６－

１
７
１
６
）
の

肖
像
画
と
し
て
、
松
島
深
澤
組
の
菩
提
寺

で
あ
る
正
定
院
に
伝
世
し
た
も
の
で
す
。

松
島
で
鯨
組
を
始
め
た
深
澤
與
五
郎
幸

ぎ

だ
ゆ
う
か
つ
ゆ
き

可
は
、
深
澤
組
宗
家
２
代
目
儀
太
夫
勝
幸

の
養
子
で
、
元
禄
７
年
（
１
６
９
４
）
に

松
島
の
西
泊
（
夏
井
の
浦
）
に
居
宅
を
構

え
ま
し
た
。
松
島
深
澤
組
の
捕
鯨
業
は
成

功
し
、
宗
家
を
凌
ぐ
ほ
ど
の
隆
盛
を
誇
り

ま
し
た
。
描
か
れ
た
初
老
の
人
物
は
、
紋

付
羽
織
袴
姿
で
右
手
に
扇
子
を
持
ち
、
左

腰
に
は
刀
を
差
し
て
い
ま
す
。
顔
に
は
し

わ
や
し
み
が
あ
り
、
全
体
的
に
極
め
て
写

実
的
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

松
島
深
澤
組
の
捕
鯨
の
歴
史
を
物
語
る

貴
重
な
文
化
財
と
し
て
、
後
世
ま
で
大
切

に
保
護
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

☎
３７－

０
０
７
９

新指定文化財を紹介します
ふか ざわ よ ご ろう ゆき よし

伝「深澤與五郎幸可」肖像画

市
で
は
、
崎
戸
町
江
島
地
区
お
よ
び
平

島
地
区
並
び
に
大
瀬
戸
町
松
島
地
区
か
ら

本
土
ま
た
は
他
の
離
島
の
高
等
学
校
等
へ

通
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
生
徒
の
通
学
に
要
す

る
交
通
費
、
居
住
費
お
よ
び
帰
省
費
を
負

担
し
て
い
る
保
護
者
に
対
し
て
全
部
ま
た

は
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

補
助
の
対
象
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
生
徒
の
保
護
者
で
、
市

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

①
離
島
地
区
に
住
所
を
有
し
、
本
土
の
高

等
学
校
等
に
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
通
学
す
る
方

②
県
内
の
高
等
学
校
等
に
通
学
す
る
た
め
、

自
宅
が
あ
る
離
島
地
区
を
離
れ
、
県
内

の
民
間
ア
パ
ー
ト
や
寄
宿
舎
等
の
自
宅

外
に
居
住
し
て
い
る
方
で
扶
養
者
ま
た

は
そ
の
配
偶
者
と
同
居
し
て
い
な
い
方

申
請
方
法
等

申
請
お
よ
び
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

☎
３７－

０
０
７
７

江
島
出
張
所

☎
３７－

０
２
５
１

平
島
出
張
所

☎
０
９
５
９－

４７－

２
０
０
１

松
島
出
張
所

☎
３７－
０
２
６
２

補助額

通学費の額から長崎県が実施する離島高校生修学
支援費補助金および遠距離通学費補助金の補助額を
除いた額。ただし、月額１２，５００円を上限とします。

居住費および帰省費の合計額から長崎県が実施す
る離島高校生修学支援費補助金の補助額を除いた額。
ただし、月額１２，５００円を上限とします。

補助対象経費

対象者の自宅から学校所在地まで、常態とし
て（夏期間のみなど季節単位も含む。）公共交
通機関を利用して通学する対象者の運賃

民間アパートや寄宿舎等の下宿費、寮費、ア
パート代等（冬期間のみ下宿するなど、季節単
位で居住費が発生する場合も含む。）

対象者が公共交通機関を利用して帰省するた
めの旅客運賃。ただし、公共交通機関が無い場
合等特別な事情がある場合はこの限りではあり
ません。

通学費

居住費

帰省費

補助対象経費および補助金の額

▲新指定文化財の伝「深澤與五郎幸可」肖像画

広報さいかい 2014年4月号
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を持参しよう！

買い物には 5

光化学
スモッグ

光化学
オキシダント

大気汚染物質
（窒素酸化物、
炭化水素）

紫外線

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

長
崎
県
で
は
、
近
年
、
春
や
秋
に
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
が
高
く
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
が
高
く
な
り
生
活
環
境
に
影
響
が
あ
る
場
合
、

長
崎
県
か
ら
「
注
意
報
」
が
発
令
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
こ
の
発
令
に
よ
っ
て
、

防
災
無
線
放
送
を
通
じ
て
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
注
意
を
呼
び

か
け
ま
す
。

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は
？

工
場
の
煙
や
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
に

含
ま
れ
て
い
る
大
気
汚
染
物
質
が
、
太

陽
の
紫
外
線
に
よ
り
化
学
反
応
を
起
こ

し
て
発
生
す
る
オ
ゾ
ン
等
の
酸
化
力
が

強
い
物
質
で
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
原

因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
天
然
に
存
在

し
て
い
る
「
自
然
界
の
オ
ゾ
ン
」
も
含

ま
れ
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
時
に
濃
度
が

高
く
な
る
の
？

長
崎
県
内
で
は
、
過
去
の
測
定
結
果

か
ら
５
月
か
ら
９
月
ま
で
の
晴
れ
た
日

中
に
高
濃
度
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
日
ざ
し
が
強
く
、
気
温
が
高

く
、
風
が
弱
い
日
の
日
中
に
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
特
に
、
も
や
が
か
か

り
、
遠
く
の
も
の
が
見
え
に
く
く
視
界

が
悪
い
日
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

な
お
、
曇
天
や
雨
天
、
風
が
強
い
日
、

晴
れ
の
日
で
も
太
陽
が
沈
み
日
没
以
後

は
濃
度
が
低
く
な
り
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
や
す
い
条

件①
気
温
が
高
い

②
日
ざ
し
が
強
い

③
風
が
弱
い

人
に
対
す
る
影
響
は
？

目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
シ
ョ
ボ
シ
ョ

ボ
し
た
り
涙
が
異
常
に
出
た
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
の
ど
が
痛
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
ら
？

身
体
の
弱
い
人
は
屋
外
で
の
は
げ
し

い
運
動
は
避
け
、
屋
内
に
入
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
屋
内
入
っ
て
も
、
場
合
に

よ
っ
て
は
窓
や
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
る
等

の
措
置
が
必
要
で
す
。

目
や
の
ど
が
異
常
と
感
じ
た
時
は
？

①
す
ぐ
に
屋
内
に
入
り
、
き
れ
い
な
水

で
洗
眼
や
う
が
い
を
十
分
に
し
て
く

だ
さ
い
。

②
十
分
に
休
息
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
は
、
医
師

の
診
療
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。

測
定
結
果
に
か
か
る
速
報
値
の
公
開

■
長
崎
県
大
気
環
境
速
報
シ
ス
テ
ム

■
環
境
省
大
気
汚
染
物
質
広
域
監
視
シ

ス
テ
ム
「
そ
ら
ま
め
君
」

環
境
美
化
を
考
え
る
会
の

「
生
ご
み
減
量
化
講
習
会
」に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

環
境
美
化
を
考
え
る
会
で
は
、
家

庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
の
減
量
化
を

図
る
た
め
、
Ｅ
Ｍ
菌
（
有
用
微
生
物

群
）
を
使
っ
て
生
ご
み
を
堆
肥
化
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
会
で
は
、
今
年
７
月
ま
で
毎
月

第
三
日
曜
日
に
旧
大
島
観
光
物
産
セ

ン
タ
ー
跡
地
（
さ
い
か
い
交
通
大
崎

営
業
所
前
）
で
「
生
ご
み
減
量
化
講

習
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

４
月
２０
日
㈰

９
時
か
ら
１１

時
ま
で

場
所

旧
大
島
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

跡
地
（
さ
い
か
い
交
通
大
崎
営
業

所
前
）

問
い
合
わ
せ
先

環
境
美
化
を
考
え
る
会

代
表

田
口
昭
子

☎
０
９
０‐

４
７
７
６‐

９
９
０
６

－問い合わせ先－
環境政策課 ☎３７－００６５
環境政策課では「環境ニュース」として、ごみ減量化や地球温暖化
などの問題について、情報提供・発信を行います。

広報さいかい 2014年4月号
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全額を負担

介護保険給付の対象

介護サービス費用

利
用
限
度
額
を
超
え
た

サ
ー
ビ
ス
費
用

滞
在
費・宿
泊
費

食
費

日
常
生
活
費

特
別
な
サ
ー
ビ
ス
の
費
用

全額を負担１割を負担

← →

平
成
２５
年
度
長
崎
県
衛
生

優
良
店
施
設
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
の
利
用
限
度
額
が
変
わ
り
ま
し
た

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
、
自

宅
を
中
心
と
し
た
自
宅
に
い
な
が

ら
に
し
て
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

を「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
」と
い
い
ま
す
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、
１
か
月
当

た
り
に
保
険
内
で
利
用
で
き
る
利

用
限
度
額
（＝

区
分
支
給
限
度
基

準
額
）
が
要
介
護
度
ご
と
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
の
消
費
税
率
の
増
加

に
伴
い
、サ
ー
ビ
ス
利
用
料
金（
介

護
報
酬
）
も
物
価
上
昇
に
対
応
し

た
プ
ラ
ス
改
定
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
以
前
と
同
量
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
で
も

消
費
税
増
税
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
利

用
料
金
の
上
昇
に
よ
り
、
利
用
限

度
額
を
超
え
て
介
護
保
険
の
対
象

外
と
な
る
費
用
の
負
担
（
全
額
自

己
負
担
）
が
生
じ
る
方
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
介
護

保
険
制
度
に
お
い
て
も
、
利
用
限

度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

区
分
支
給
限
度
基
準
額
の
対
象

サ
ー
ビ
ス
（
太
字
部
分
は
介
護
予

防
も
含
む
）

訪
問
介
護
・
訪
問
入
浴
介
護
・
訪

問
看
護
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
・
通
所
介
護
・
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
福
祉
用
具
貸

与
・
短
期
入
所
生
活
介
護
・
短
期

入
所
療
養
介
護
・
特
定
施
設
入
居

者
生
活
介
護
・
定
期
巡
回
、
随
時

対
応
サ
ー
ビ
ス
・
夜
間
対
応
型
訪

問
介
護
・
認
知
症
対
応
型
通
所
介

護
・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
・
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
（
短
期
利
用
）・
地
域
密
着
型

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
・
複

合
型
サ
ー
ビ
ス

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

た
と
き
は
、
原
則
と
し
て
保
険
対

象
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
９
割
が
保
険

で
給
付
さ
れ
、
残
り
の
１
割
を
利

用
者
が
負
担
し
ま
す
。（
実
際
の

費
用
が
上
記
の
利
用
限
度
額
よ
り

低
い
場
合
に
は
実
際
に
か
か
っ
た

費
用
の
１
割
が
利
用
者
負
担
と
な

り
ま
す
）

利
用
限
度
額
を
超
え
て
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
場
合
は
、全
額（
１０

割
）
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
介
護
課
☎
３７－

０
０
２
４

【
飲
食
店
】

▼
入
口
屋

▼
社
会
福
祉
法
人
せ
い

ひ
会

元
亀
の
里

▼
大
島
総
合

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
給
食
事
業
部

▼
Ｓ
Ｂ
食
堂

▼
寿
し
和

▼
京
翠

▼
や
き
に
く
倶
楽
部

▼
や
む
や
む

▼
レ
ス
ト
ラ
ン

ソ
ン
・
ベ
ン
ト

▼
惣
菜
と
食
事
の
店
さ
わ
だ

▼
雪

の
川

▼
株
式
会
社
松
形
屋

【
菓
子
製
造
業
】

▼
協
力
産
業
有
限
会
社

伊
達
本
舗

【
食
肉
販
売
業
】

▼
エ
レ
ナ
西
海
店

【
食
品
の
冷
凍
冷
蔵
業
】

▼
オ
オ
シ
マ
農
産
株
式
会
社

【
食
肉
製
品
製
造
業
】

▼
株
式
会
社
山
壱
屋

【
理
容
】

▼
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
ひ
ろ

▼
坂
本
理

美
容
院

▼
太
田
理
容
院

▼
ヘ

ア
ー
サ
ロ
ン
か
わ
ぞ
え

▼
カ
ッ
ト

ハ
ウ
ス
あ
き

▼
坂
川
理
容
院

▼

理
容
創
ふ
じ

【
美
容
】

▼
み
は
る
美
容
室

▼
コ
ワ
フ
ュ
ー

ル
岸

▼
サ
ロ
ン
ド
阿
矢

▼
サ
ロ

ン
ド
・
パ
リ

▼
田
口
美
容
室

▼

坂
本
理
美
容
院

▼
ヘ
ア
ー
ル
ー
ム

み
ず

▼
ヘ
ア
ー
シ
ョ
ッ
プ
幸

【
旅
館
】

▼
有
限
会
社

民
宿
海
老
簀

【
簡
易
宿
所
】

▼
有
限
会
社

民
宿
大
島

問
い
合
わ
せ
先

西
彼
保
健
所
衛
生
環
境
課

☎
０
９
５－

８
５
６－

０
６
９
３

利用限度額と自己負担額（１割の場合）
平成２６年４月１日以降

自己負担額（１割）
５，００３円
１０，４７３円
１６，６９２円
１９，６１６円
２６，９３１円
３０，８０６円
３６，０６５円

利用限度額
５０，０３０円
１０４，７３０円
１６６，９２０円
１９６，１６０円
２６９，３１０円
３０８，０６０円
３６０，６５０円

平成２６年３月３１日まで
自己負担額（１割）

４，９７０円
１０，４００円
１６，５８０円
１９，４８０円
２６，７５０円
３０，６００円
３５，８３０円

利用限度額
４９，７００円
１０４，０００円
１６５，８００円
１９４，８００円
２６７，５００円
３０６，０００円
３５８，３００円

要介護度
要支援１
要支援２
要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５

在宅サービス費用負担イメージ

※平成２６年４月
１日以降に交付
する被保険者証
から改定後の支
給限度額を表記
しています。３
月３１日までに発
行した被保険者
証については読
みかえてご利用
ください。

広報さいかい 2014年4月号
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1日の食べる食べ物の例 栄養素
ごはん
パン
卵
牛乳
肉・魚
豆類
緑黄色野菜
その他の野菜
果物
油
砂糖
食塩
その他、飲み物

2杯
1枚
1個
1本
150ｇ
80ｇ
100ｇ
200ｇ
150ｇ
15ｇ
10ｇ
9ｇ

炭水化物　300ｇ

脂質　50～60ｇ

たんぱく質60～80ｇ

無機質、ビタミン等

水分　2ℓ
（飲料水1ℓ+
食物中の水１ℓ）

水分
50～70％

脂質
13～24％

たんぱく質
14～18％

無機質、ビタミン
3～5％

糖質
0.5％

身体の組成は、年齢、性別
体型、肥満度によって異なる。

＜食物の成分と身体の組織＞

胸部レントゲン（肺がん・結核検診）・大腸がん検診のご案内
ここ半年以内に胸部レントゲン（肺がん・結核検診）や大腸がん検診を受けましたか？

５月から７月に予定している集団健診（保健セン
ターや公民館で実施）で特定健診を受診される方は、
同時に胸部レントゲンと大腸がん検診を受けることが
できます。
検診会場で混雑を避けるために、西海町と大島町を
先行して実施します。社会保険加入の方や７５歳以上の
方で、胸部レントゲンと大腸がん検診のみを受ける方
は、この機会をぜひご利用ください。

問い合わせ先
健康ほけん課 ☎３７－００６７

今
月
の
食
育
一
口
メ
モ

毎
月
１９
日
は

食
育
の
日
で
す

私
た
ち
の
身
体
は
食
べ
た
も
の
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る

私
た
ち
人
間
は
動
物
な
の
で
、
生
命
を
維
持
し
生
活
す
る
上

で
必
要
な
物
質
は
、
す
べ
て
食
べ
物
と
し
て
身
体
に
入
れ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
の
中
で
必
要
な
も
の
（
栄
養
素
）
を
自
分

の
身
体
に
合
う
よ
う
に
変
え
て
使
っ
て
い
ま
す
。

受けた
受診間隔が短いため、
７月以降の集団検診で
受診してください。集
団検診の日程や会場に
ついては、今後の広報
誌等で掲載予定です。

受けていない
４０歳以上の西海市民
の方はこの機会に受診
ください。（平成２７年
３月３１日時点）

西海市に住所を有し、該当年齢の方は加入している保険
に関係なく受けられます。

受付時間
９：００～１０：００
１０：３０～１１：３０
１３：００～１３：４５
１４：１５～１４：４５
１５：１５～１５：４５
８：３０～９：３０
１０：００～１１：００
１１：３０～１２：３０
１３：３０～１４：３０
１５：００～１６：００
８：３０～９：３０
１０：００～１１：００
１１：３０～１２：００
１３：３０～１４：１５
１４：３５～１５：０５
９：００～９：３０
９：５０～１０：２０
１０：４０～１１：４０
１３：００～１４：００
１４：２０～１５：００

対象地区 お住いの住所地に関らずどの会場でも受診
できます（４０歳以上の方が対象です）

場 所
七釜公民館
中浦農業集落多目的集会所
太田和公民館
奥野公民館
大岳公民館
横瀬東公民館
横瀬地区コミュニティセンター
寄船公民館
天久保公民館
面高公民館
水浦公民館
小郡公民館
畑下公民館
徳万集会所（海岸側）
百合ヶ丘集会所
蛤公民館
中戸集会所
西面体育館
大島地区こども公民館
塩田集会所

日 時

４月２１日
㈪

４月２２日
㈫

４月２３日
㈬

４月２３日
㈬

４月２４日
㈭

地区

西

海

町

大

島

町
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対象地区

どこの会場でも受診できます。

（申込みされた４０～６４歳の方が対象で
す。子宮がん検診のみ２０～６４歳）

受付時間

１３時３０分
～

１４時３０分

※胃がん検診希望者のみ
午前中

場 所

大島勤労福祉センター

西海保健センター

大瀬戸保健センター

西彼保健福祉センター
（遊湯館）

検診日

５月１０日㈯

５月１８日㈰

５月２５日㈰

６月７日㈯

６月８日㈰

検査方法

胸部レントゲン

便潜血反応
（専用の容器に２日分の便を採り血液が混
じっていないかを検査します。

胃部エックス線撮影
（バリウムによる透視）

視触診、マンモグラフィー
（４０代 ２方向、５０代～ １方向）

子宮頸部の細胞診、内診

骨密度測定

個人負担金

無料

４００円

８００円

２方向：１，４００円
（４０～４９歳）
１方向：１，０００円
（５０歳以上）

７００円

６００円

対象年齢

４０歳～６４歳

４０歳～６４歳

４０歳～６４歳

４０歳～６４歳

２０歳～６４歳

４０・４５・５０・５５・６０歳

上記日程で受けられる
検診の種類

肺がん

大腸がん

胃がん

乳がん

子宮がん

骨粗しょう症

総合（休日）がん検診のご案内
初期のがんでは症状がない場合があり、あなた自身を守るためには、早期発見、早期治療が大

切です。定期的にがん検診を受診しましょう。

受診希望の方は予約が必要です。

日程を確認して、受診を希望される日の１週間前までに電話で予約をしてください。予約後に
問診票や検査容器等をお送りします。
予約先 健康ほけん課 ☎３７－００６７

※西海市国民健康被保険者の方で総合健診を希望される場合は、別途希望調査が届きます。

年齢の基準日は平成２７年３月３１日です。

※半年以内に肺がん（結核）検診や大腸がん検診など受けられた方は、受診間隔が短いため７
月以降の集団検診での受診をおすすめします。

がん検診は、加入している医療保険の種別（国民健康保険や社会保険など）に関係なく受けることができます。

＊胃がん検診を希望される方は、午前中に受診ができます。

がん検診は、生活保護世帯の方は無料です。骨粗しょう症検診は、生活保護世帯、非課税世帯の方は無料です。
７月以降の集団検診の日程や会場については、今後の広報誌等に掲載予定です。

問い合わせ先 健康ほけん課 ☎３７－００６７
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すてきな歌声を披露
した島田歌

穂さん

楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
と

ス
テ
キ
な
音
楽
で
魅
了

２
月
１５
日
、
大
島
文
化
ホ
ー
ル
で
「
宝

く
じ
お
し
ゃ
べ
り
音
楽
館
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、「
思
い
出
の
ス
ク
リ
ー
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
と
題
し
て
、
映
画
「
風

と
共
に
去
り
ぬ
」
や
「
２
０
０
１
年
宇
宙

の
旅
」を
は
じ
め
、モ
ー
ツ
ア
ル
ト
や
シ
ョ

パ
ン
な
ど
の
曲
を
お
し
ゃ
べ
り
音
楽
館

ポ
ッ
プ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
演
奏
。
ま
た
、

清
水
ミ
チ
コ
さ
ん
の
お
し
ゃ
べ
り
と
ラ
イ

ブ
、
小
原
孝
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
、

島
田
歌
穂
さ
ん
の
澄
ん
だ
歌
声
に
会
場
を

訪
れ
た
多
く
の
方
は
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、昨
年
９
月
に
結
成
さ
れ
た「
さ

い
か
い
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
」
が
ス
テ
ー
ジ

に
登
場
し
、
清
水
さ
ん
、
小
原
さ
ん
、
島

田
さ
ん
と
一
緒
に
「
見

上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星

を
」
を
合
唱
す
る
と
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

影
絵
っ
て
お
も
し
ろ
い
ね

２
月
２２
日
、
西
海
市
青
少
年
育
成
協
議

会
の
主
催
に
よ
り
、「
西
海
市
青
少
年
劇

場
」
が
大
瀬
戸
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
生
の
演
劇
を

鑑
賞
す
る
こ
と
で
豊
か
な
人
間
形
成
の
一

助
に
と
願
い
、
宝
く
じ
助
成
金
を
受
け
て

同
協
議
会
が
実
施
し
た
も
の
。

当
日
、
劇
団
か
か
し
座
に
よ
る
「
長
靴

を
は
い
た
ね
こ
」
の
影
絵
が
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
に
カ
ラ
ー
で
映
し
出
さ
れ
る
と
、

会
場
を
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
歓
声
を

あ
げ
な
が
ら
影
絵
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
影
絵
づ
く
り

の
体
験
も
行
わ
れ
、
挑

戦
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

上
手
な
影
絵
を
作
り
ま

し
た
。

僕
は
、わ
た
し
は
、こ
う
思
う

２
月
２２
日
、
大
瀬
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
「
第
９
回
西
海
市
少
年
の
主
張

大
会
」（
西
海
市
青
少
年
育
成
協
議
会
主

催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
中
学
生
の
部
に
５
名
、
小

学
生
の
部
に
４
名
、
高
校
生
の
部
に
３
名

が
出
場
し
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
や

自
ら
の
思
い
、
夢
な
ど
を
発
表
し
た
ほ
か
、

大
瀬
戸
中
学
校
の
大
島
壮
太
さ
ん
と
山
口

夕
紀
乃
さ
ん
が
司
会
を
務
め
ま
し
た
。

中
学
生
の
部
は
、
平
成
２６
年
度
「
少
年

の
主
張
長
崎
県
大
会
」
の
西
海
市
予
選
を

兼
ね
て
お
り
、「
温
も
り
の
あ
る
学
校
を

目
指
し
て
」
と
題
し
て
、
自
ら
も
生
徒
会

役
員
と
し
て
生
徒
会
が
取
り
組
ん
で
い
る

活
動
に
つ
い
て
発
表
し
た
西
彼
中
学
校
の

田
川
恭
成
さ
ん
が
西
海
市
長
賞
に
輝
き
、

県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

早
春
の
大
瀬
戸
路
を
楽
し
む

３
月
２
日
、
第
９
回
さ
い
か
い
シ
テ
ィ
ー

ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

西
海
市
の
美
し
い
自
然
を
眺
め
な
が
ら

歩
き
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
健
康
増

進
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
会
と
市
教
育
委
員
会
が
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
大
瀬
戸
総
合
運
動
公
園
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
平
倉
、
三
年
ケ
浦
、

旧
多
以
良
小
学
校
を
経
由
し
、
柳
の
浜
海

水
浴
場
を
折
り
返
す
鍛
錬
コ
ー
ス
（
約

１８
㌔
）
と
平
倉
、
三
年
ヶ
浦
を
折
り
返
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
（
約
９
㌔
）
に
市
内

外
か
ら
２
０
０
名
が
参
加
。

参
加
者
は
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
歩

き
、
早
春
の
大
瀬
戸
の
自
然
や
景
色
を
楽

し
み
な
が
ら
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。

上手に影絵ができました

西海市長賞を受賞した田川恭成さん

楽しく歩きました
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英語で「蛍の光」が披露されました

楽
し
く
英
語
を
勉
強
し
ま
し
た

３
月
８
日
、
大
瀬
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
キ
ッ
ズ
英
会
話
ス
ク
ー
ル
の
修

了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ス
ク
ー
ル
は
、
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
く
英
語
を
学
び
、
英
語
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
教
育
委
員
会
が
開
催
し
て
い
る

も
の
。

ス
ク
ー
ル
は
、
長
崎
大
学
の
学
生
さ
ん

を
講
師
に
昨
年
６
月
か
ら
毎
月
１
回
開
催

さ
れ
、
受
講
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
あ
い

さ
つ
や
英
語
の
歌
な
ど
を
楽
し
く
学
び
ま

し
た
。

修
了
式
で
は
、
修
了
証
書
、
皆
勤
賞
が

授
与
さ
れ
た
あ
と
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
講

師
に
お
礼
の
こ
と
ば
と
「
あ
り
が
と
う

カ
ー
ド
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

魅
せ
ま
す
。聴
か
せ
ま
す

第
1
回
西
海
市
民
音
楽
祭

３
月
９
日
、
大
島
文
化
ホ
ー
ル
で
西
海

市
民
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
音
楽
祭
は
、
日
頃
の
グ
ル
ー
プ
活

動
の
成
果
を
十
分
に
披
露
す
る
こ
と
や
市

民
の
皆
さ
ん
に
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
感

謝
の
心
を
添
え
て
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、

市
文
化
協
会
に
加
盟
す
る
１３
団
体
が
市
民

音
楽
祭
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
今
回
初

め
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
歌
や
琴
、
マ
ン
ド
リ
ン
、
和

太
鼓
、
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
が
、
独
自
の
表
現
方
法
で
、
会
場
を

訪
れ
た
多
く
の
観
客
に
音
楽
の
力
を
魅
せ

て
、
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

1
0
0
回
目
を
迎
え
た

敬
老
会

３
月
９
日
、西
海
町
天
久
保
地
区
で「
第

１
０
０
回
天
久
保
郷
敬
老
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
敬
老
会
は
、
１
９
０
０
年
代
は
じ

め
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
途
中
、
戦
争
な

ど
に
よ
り
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
回
、
１
０
０
回

の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

当
日
は
、
還
暦
、
米
寿
、
新
敬
老
者
な

ど
へ
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
後
、
祝
舞
や

子
ど
も
た
ち
の
お
遊
戯
、
地
区
の
方
に
よ

る
演
芸
や
舞
踊
が
披
露
さ
れ
、
還
暦
を
迎

え
た
方
か
ら
１
０
０
歳
ま
で
の
約
１
５
０

名
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

大
崎
中
と
大
瀬
戸
小
で

初
め
て
の
卒
業
式

昨
年
４
月
に
開
校
し
た
大
崎
中
学
校
で

３
月
１８
日
に
、
大
瀬
戸
小
学
校
で
３
月
１９

日
に
初
め
て
の
卒
業
証
書
授
与
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

大
崎
中
学
校
で
は
、
中
富
洋
幸
校
長
が

４２
名
の
卒
業
生
一
人
一
人
に
卒
業
証
書
を

授
与
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
瀬
戸
小
学
校
で
は
、
卒
業
生

４２
名
に
淺
田
眞
理
校
長
が
卒
業
証
書
を
授

与
。
そ
の
後
、
卒
業
生
は
、
中
学
校
に
入

学
し
て
か
ら
の
目
標
や
将
来
の
夢
な
ど
を

力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

さいかいジュニア合唱団のステージ

大瀬戸小

笑顔で楽しむ参加者

地区の方による出し物

大崎中
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募　

集

非
常
勤
職
員（
税
務
徴
収
員
）募
集

募
集
職
種

税
務
徴
収
員

勤
務
場
所

税
務
課

募
集
人
員

１
名

応
募
資
格

健
康
な
方
で
車
の
運

転
が
可
能
な
方
、
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
的
な
操
作
が
で
き
る
方

勤
務
内
容

国
民
健
康
保
険
税
等

未
納
者
へ
の
電
話
催
告
・
訪
問

徴
収
・
情
報
入
力
作
業
等

募
集
期
限

５
月
９
日
㈮

応
募
方
法

履
歴
書（
写
真
添
付
）

を
税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
封
筒
に
「
税
務
徴
収
員
希

望
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

採
用
決
定

書
類
審
査
お
よ
び
面

接
試
験
を
実
施
し
て
決
定
し
ま

す
。
面
接
日
時
等
は
、
後
日
、

申
込
者
あ
て
連
絡
し
ま
す
。

任
用
期
間
・
勤
務
時
間
等

平
成
２６
年
６
月
１
日
か
ら

平
成
２７
年
３
月
３１
日
ま
で

月
曜
〜
金
曜
（
１４
時
〜
２０
時
）

週
３０
時
間
勤
務
。
夜
間
勤
務
等

あ
り

報
酬

月
額
１
５
０
、０
０
０
円

費
用
弁
償

市
の
規
程
に
よ
り
支
給

福
利
厚
生

健
康
保
険
、
厚
生
年

金
保
険
、雇
用
保
険
、年
次
有
給

休
暇
、特
別
休
暇（
一
部
無
給
）

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

☎
３７‐

０
０
６
２

非
常
勤
職
員（
図
書
館
業
務
）募
集

募
集
職
種

図
書
館
（
室
）
職
員

募
集
人
数

２
名

業
務
内
容

図
書
館
業
務
全
般
お

よ
び
施
設
管
理

勤
務
場
所

西
彼
図
書
館
、
大
瀬
戸
歴
史
民

俗
資
料
館
図
書
室

応
募
資
格

①
司
書
資
格
ま
た
は
司
書
補
資

格
を
有
す
る
方

②
西
海
市
内
在
住
で
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）の
基

本
的
操
作
が
で
き
、図
書
館

（
室
）業
務
に
興
味
の
あ
る
方

①
、
②
の
い
ず
れ
か
の
項
目
に

該
当
す
る
方
で
、
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
有
す
る
方

応
募
書
類

履
歴
書
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
履

歴
書
（
市
販
）・
写
真
添
付
）

お
よ
び
司
書
（
司
書
補
）
資
格

取
得
者
は
、
証
明
書
の
写
し
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法
等

書
類
選
考
及
び
面

接
試
験
を
実
施
。
面
接
日
時
お

よ
び
場
所
は
、後
日
通
知
し
ま
す
。

選
考
結
果
の
連
絡

選
考
結
果
は
、
面
接
実
施
日
後

２
週
間
以
内
に
書
面
で
連
絡
し

ま
す
。
な
お
、
提
出
さ
れ
た
履

歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

任
用
期
間
・
勤
務
時
間
等

平
成
２６
年
６
月
１
日
か
ら

平
成
２７
年
３
月
３１
日
ま
で

週
３０
時
間
（
シ
フ
ト
制
・
勤
務

日
は
採
用
後
調
整
し
ま
す
）

土
・
日
の
勤
務
あ
り
。
休
日
は
、

毎
週
月
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
（
１２
月
２９
日
か
ら
１
月
３
日

ま
で
）。
休
館
日
以
外
の
日
を

交
代
で
振
替

そ
の
他

勤
務
期
間
に
応
じ
て
年

次
休
暇
等
が
取
得
で
き
ま
す
。

報
酬
（
月
額
）

司
書
有
資
格
者

１
４
１
、０
０
０
円

司
書
補
有
資
格
者

１
３
６
、０
０
０
円

そ
の
他

１
２
０
、０
０
０
円

福
利
厚
生

健
康
保
険
、
厚
生
年

金
、
雇
用
保
険
に
加
入
し
ま
す

費
用
弁
償

市
の
規
定
に
よ
り
支
給

募
集
期
間

４
月
７
日
㈪
か
ら
４

月
３０
日
㈬
ま
で

郵
送
の
場
合

４
月
３０
日
㈬
必
着

持
参
の
場
合

４
月
３０
日
㈬
１７
時
ま
で

提
出
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
５
１‐

３
５
０
４

西
海
市
西
海
町
木
場
郷
２
２
３
５

番
地

教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

☎
３７‐

０
０
７
９

お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
て
い
ま
す
か
？

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
と
は
、
ア

マ
チ
ュ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文

化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

地
域
活
動
、
指
導
活
動
な
ど
を
行

う
５
名
以
上
の
社
会
教
育
関
係
団

体
で
、
そ
の
構
成
員
の
国
内
事
故

を
対
象
と
し
た
保
険
で
す
。（
た

だ
し
、
学
校
管
理
下
の
活
動
中
の

事
故
は
除
く
。）
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
団
体
は
、

加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

な
お
、
既
に
加
入
し
て
い
る
団

体
は
、
活
動
中
に
事
故
が
発
生
し

た
場
合
は
、
速
や
か
に
㈶
ス
ポ
ー

ツ
安
全
協
会
長
崎
県
支
部
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

補
償
内
容

傷
害
保
険
、
賠
償
責

任
保
険
、突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

掛
金

１
人
８
０
０
円
〜

保
険
期
間
（
年
度
更
新
）

平
成
２６
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
２７
年
３
月
３１
日
ま
で

申
請
用
紙
等

平
成
２６
年
度
の
申

込
用
紙
等
は
、
教
育
委
員
会
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
お
よ
び
各
地
区

身の回りのこと お気軽に ご相談下さい みなと司法書士法人 西海事務所 司法書士 中山雄一
■相続・遺産の分割・遺言に関すること。
■土地・建物に関すること。
■不動産の登記 名義変更・抵当権設定・抹消など
■会社の登記 設立・役員の変更など
■成年後見等の申立て
■その他 身に覚えのない金銭の請求を受けている、知らない業者

から請求書が届いているなど

相談は無料です。秘密は固く守られます。西海市大瀬戸町瀬戸板浦郷1133（紫雲山登り口バス停前） TEL 0959-37-0780

■債務の整理（任意整理・自己破産・個人再生）
返済がきつい、取り立てがきつい、生活費もままならないなど
⇒解決策はあります。あきらめないで。
※家計の状況に合わせた返済計画を立て直します。

■訴訟 裁判所から訴状や支払督促などが届いたら放置せず、
必ずご相談ください。

■訪問販売などの契約に関すること。

広
告
欄

広報さいかい 2014年4月号

くらしの情報

ま
ち
づ
く
り

き
ょ
う
い
く
の
広
場

環
境
ニ
ュ
ー
ス

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

ま
ち
の
話
題

く
ら
し
の
情
報

オ
ラ
ン
ダ
村
・
健
康

テ
レ
ホ
ン
・
人
口
の
動
き

市
長
コ
ラ
ム

21
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教
育
担
当
部
局
に
備
え
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

㈶
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
長
崎
県

支
部

☎
０
９
５‐

８
４
５‐

２
９
２
６

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
３７‐

０
０
７
６

西
彼
農
高
地
域
開
放
講
座
の
ご
案
内

実
施
内
容

家
庭
園
芸
と
食
品
加

工
（
野
菜
・
花
・
果
樹
の
栽
培

や
食
品
加
工
な
ど
の
実
習
）

期
間

５
月
１７
日
㈯
か
ら
１２
月
６

日
㈯
ま
で
。
全
８
回
土
曜
日
午

前
中
実
施
（
９
時
３０
分
か
ら
１１

時
３０
分
ま
で
の
約
２
時
間
予
定
）

募
集
期
間

４
月
８
日
か
ら
５
月
８
日
ま
で

場
所

西
彼
農
業
高
等
学
校

受
講
料

無
料
。
た
だ
し
、
材
料

費
は
全
８
回
分
（
３
、０
０
０

円
）
を
第
１
回
講
座
時
に
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
お
願
い
し
ま
す
。
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
の
場
合
は
、
件
名
を

西
彼
農
高
講
座
申
込
と
し
、
住

所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、連
絡
先

電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

申
込
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
西
彼

地
区
（
西
彼
教
育
文
化
セ
ン

タ
ー
）

☎
３７‐

０
１
２
８

Ⓕ
２８‐

１
８
９
５

そ
の
他

申
込
多
数
の
場
合
は
、

先
着
順
と
な
り
ま
す
。ま
た
、実

施
日
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
の
前
に
西
彼
農
高

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

西
彼
農
業
高
等
学
校
地
域
開
放

講
座
係

☎
２７‐

０
１
６
９

平
成
２６
年
度
甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習
の
お
知
ら
せ

実
施
日

５
月
１５
日
㈭
・
１６
日
㈮

の
２
日
間

受
付
時
間

９
時
１０
分
か
ら
９
時
４０
分
ま
で

講
習
時
間

９
時
４０
分
か
ら
１６
時
３０
分
ま
で

講
習
場
所

佐
世
保
市
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
習
対
象
者

防
火
管
理
者
を
お
く
必
要
の
あ

る
建
物
等
に
現
在
防
火
管
理
者

が
不
在
の
た
め
、
防
火
管
理
者

と
し
て
選
任
さ
れ
る
方
。

講
習
内
容

消
防
法
施
行
令
第
３

条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
講

習
会
を
実
施

受
講
料

６
、１
７
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
を
含
む
）

申
込
用
紙

佐
世
保
市
消
防
局
予

防
課
お
よ
び
各
消
防
署
（
出
張

所
）
に
準
備
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、（
一
財
）
日
本
防
火
・
防

災
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

「http
://w

w
w
.n-bouka.

or.jp/

」

申
込
方
法

受
講
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
申
込
先
へ

持
参
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先

（
一
財
）長
崎
県
消
防
設
備
協
会

佐
世
保
市
平
瀬
町
９‐

２

佐
世
保
市
消
防
局
予
防
課
内

☎
０
９
５
６‐

２４‐

５
３
８
５

Ⓕ
０
９
５
６‐

２３‐

２
４
４
３

申
込
期
間

４
月
１４
日
㈪
か
ら
５

月
７
日
㈬
ま
で

定
員

１
５
０
名

問
い
合
わ
せ
先

佐
世
保
市
消
防
局
予
防
課

☎
０
９
５
６‐

２３‐

２
５
３
９

危
険
物
取
扱
者
試
験
願
書

受
付
期
間
変
更
の
お
知
ら
せ

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
実
施
に

つ
い
て
、
広
報
さ
い
か
い
３
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
願
書

受
付
期
間
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

試
験
種
類

甲
種
、
乙
種
（
第
１

類
〜
第
６
類
）、
丙
種

期
日

６
月
１５
日
㈰

会
場

長
崎
県
立
大
学

佐
世
保
工
業
高
等
学
校

願
書
受
付
期
間

書
面
申
請

４
月
７
日
㈪
か
ら
４

月
２１
日
㈪
ま
で
（
消
印
有
効
）

電
子
申
請

４
月
４
日
㈮
か
ら
４

月
１８
日
㈮
ま
で

願
書
提
出
先

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
長
崎
県
支
部

問
い
合
わ
せ
先

佐
世
保
市
消
防
局
予
防
課

☎
０
９
５
６‐

２３‐

９
２
５
７

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の
お
知
ら
せ

日
時

５
月
２５
日
㈰

９
時
か
ら
１２
時
ま
で
の
３
時
間

場
所

佐
世
保
市
消
防
局

（
佐
世
保
市
平
瀬
町
９‐

２
）

内
容⑴

心
肺
蘇
生
法
お
よ
び
止
血
法

の
指
導

⑵
異
物
除
去
法
の
指
導

⑶
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
指
導

⑷
そ
の
他
の
応
急
手
当
法
の
指

導

受
付
期
間

５
月
１６
日
㈮
８
時
３０
分
か
ら
５

月
２４
日
㈯
１７
時
１５
分
ま
で

定
員

３０
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。）

受
講
対
象
者

中
学
生
以
上
の
方

受
講
者
全
員
に
テ
キ
ス
ト
を
配

布
し
、
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

（
受
講
料
は
無
料
）

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

佐
世
保
市
中
央
消
防
署

☎
０
９
５
６‐

２４‐

７
６
２
１

Ⓕ
０
９
５
６‐

２４‐

４
１
１
９

詳
細
は
、
佐
世
保
市
消
防
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

無
料
法
律
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す

５
月
１
日
か
ら
５
月
７
日
は
、

「
憲
法
週
間
」
で
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
無
料
法
律
相
談

所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

日
時

５
月
７
日
㈬

１０
時
〜
１２
時
・
１３
時
〜
１６
時

受
付
は
１５
時
４０
分
ま
で

場
所

メ
ル
カ
つ
き
ま
ち

（
長
崎
市
築
町
３
番
１８
号
）

相
談
内
容

金
銭
、
土
地
、
建
物
、

夫
婦
、
親
子
、
相
続
、
登
記
、

人
権
問
題
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

長
崎
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

☎
０
９
５‐

８
０
４‐

４
１
１
４

裁
判
員
体
験
ツ
ア
ー
の
お
知
ら
せ

日
時

５
月
１４
日
㈬

１４
時

場
所

長
崎
地
方
裁
判
所

内
容

裁
判
員
選
任
手
続
の
説
明
、
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くらしの情報
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取り戻した過払金以上のお金は、一切いただきません。
何も取り戻せなかった場合は、1円もいただきません。

（取り戻した過払金の中から20～25％をいただくのみです。）

佐賀県弁護士会所属
弁護士福田 大志 弁護士行武 謙一

古賀
サイクル

完済した方だけでなく、現在まだ借金が
残っている方でも、連続10年以上の取引が
ある方には、自己負担金をゼロにします。

相談無料 秘密厳守

http://nishi9kabarai.com/
検索

模
擬
裁
判
（
被
告
人
質
問
）、

法
廷
見
学
、
質
疑
応
答
等

定
員

３０
名
（
先
着
順
）

参
加
費

無
料

申
込
期
限

４
月
３０
日
㈬

申
込
み
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先

長
崎
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務

課
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

☎
０
９
５‐

８
０
４‐
４
１
１
４

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
・

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

募
集
期
限

５
月
１２
日
㈪

青
年
海
外
協
力
隊

応
募
資
格

満
２０
歳
か
ら
満
３９
歳

の
日
本
国
籍
の
方

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

応
募
資
格

満
４０
歳
か
ら
満
６９
歳

の
日
本
国
籍
の
方

説
明
会
日
時
等

・
４
月
１３
日
㈰

１４
時

長
崎
県
交
通
会
館
「
え
き
ま

え
」
い
き
い
き
ひ
ろ
ば

・
４
月
１８
日
㈮

１８
時
３０
分

ア
ル
カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ

注
意
事
項

応
募
時
に
事
前
に
語

学
ス
コ
ア
の
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
長
崎
（
長
崎

県
国
際
交
流
協
会
）

☎
０
９
５‐

８
２
３‐

３
９
３
１

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
・

親
子
記
者
事
業
参
加
者
募
集

会
員
自
治
体
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
が
記
者
と
な
り
、
８
月
９

日
の
長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和

記
念
式
典
を
は
じ
め
と
す
る
被
爆

地
の
様
子
や
被
爆
者
等
を
取
材
す

る
こ
と
に
よ
り
核
兵
器
廃
絶
と
平

和
の
願
い
の
継
承
を
図
り
ま
す
。

実
施
場
所

長
崎
市
内

実
施
期
間

８
月
８
日
㈮
か
ら
８

月
１１
日
㈪
ま
で

募
集
人
員

１８
名
（
小
学
４
年
生

以
上
１
名
と
そ
の
保
護
者
１
名

の
９
組
）

応
募
方
法

は
が
き
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
に
住
所
、
参
加
者
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
学

年（
平
成
２６
年
４
月
１
日
現
在
）、

参
加
者
の
小
学
校
名
、
電
話
番

号
、
保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
平
和
を
願
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

詳
細
は
、
事
日
本
非
核

宣
言
自
治
体
協
議
会
事
務
局
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会

事
務
局（
長
崎
市
平
野
町
７‐

８
）

☎
０
９
５‐

８
４
４‐
９
９
２
３

e-m
ail

info@
nucfreejapan.com

『
長
崎
春
の
イ
セ
エ
ビ
ま
つ
り
』

の
お
知
ら
せ

長
崎
地
区
漁
業
士
会
の
主
催
で

漁
業
者
に
よ
る
イ
セ
エ
ビ
の
直
売

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
時

４
月
２９
日
（
火
・
祝
）

１０
時
か
ら
１５
時
ま
で

場
所

で
じ
ま
朝
市（
出
島
ワ
ー
フ
）

内
容

イ
セ
エ
ビ
の
販
売
、
イ
セ

エ
ビ
味
噌
汁
の
販
売
、
鮮
魚
の

販
売
等

問
い
合
わ
せ
先

長
崎
地
区
漁
業
士
会
事
務
局

（
県
央
水
産
業
普
及
指
導
セ
ン

タ
ー
）

☎
０
９
５‐

８
５
０‐

６
３
７
１

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
４
の
ご
案
内

西
海
市
文
化
協
会
に
加
盟
し
て

い
る
「
こ
お
ろ
ぎ
マ
ン
ド
リ
ン
ク

ラ
ブ
」
が
ロ
ー
リ
エ
・
マ
ン
ド
リ

ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
ス
プ
リ
ン
グ

コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
ま
す
。

日
時

４
月
２７
日
㈰

１４
時

場
所

ア
ル
カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
☎
３７‐

０
０
７
９

さん

犯罪なく３ば運動推進用
「のぼり」ができました

西海警察署は、犯罪なく３ば
運動の推進モデル地区に西海地
区を指定しています。
今回、同運動の広報啓発活動
を推進するため、西海市商工会、
西海地区防犯協議会の協力を得
て、屋内用と屋外用の広報用の
ぼり、それぞれ１００本が完成し
ました。
のぼりには、マスコットキャ
ラクターコンクールで最優秀に
選ばれたキャラクターが描かれ
ています。
こののぼりは、西海地区の学
校や、公共施設、事業所などに
設置されています。

広
告
欄

広報さいかい 2014年4月号
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平
成
２６
年
度
の
所
得
申
告
は

お
済
み
で
す
か
？

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務

者
で
あ
る
世
帯
主
お
よ
び
そ
の
世

帯
に
属
す
る
被
保
険
者
（
加
入

者
）
は
、
所
得
割
の
算
定
、
軽
減

の
判
定
な
ど
の
た
め
、
所
得
の
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
や
住
民
税
の
申

告
が
必
要
で
な
い
方
で
も
、
軽
減

の
判
定
や
高
額
医
療
費
の
自
己
負

担
限
度
額
の
判
定
の
対
象
と
な
る

方
は
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
方

■
西
海
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
世
帯
の
世
帯
主
お

よ
び
被
保
険
者
で
、
前
年
中
に

収
入
（
所
得
）
が
あ
っ
た
方

■
西
海
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
世
帯
の
世
帯
主
お

よ
び
被
保
険
者
で
、
収
入
（
所

得
）
の
な
い
方
や
、
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税
収
入

が
あ
っ
た
方

申
告
が
必
要
で
な
い
方

■
所
得
税
の
確
定
申
告
ま
た
は
住

民
税
の
申
告
を
し
た
方

■
給
与
収
入
（
所
得
）
の
み
の
方

で
、
給
与
支
払
報
告
書
が
会
社

か
ら
市
役
所
へ
提
出
さ
れ
て
い

る
方

■
公
的
年
金
以
外
の
収
入（
所
得
）

が
な
い
場
合
で
、
公
的
年
金
支

払
報
告
書
が
市
役
所
へ
提
出
さ

れ
て
い
る
方

申
告
期
限

４
月
２５
日
㈮
ま
で

申
告
先

税
務
課
、
各
総
合
支
所

市
民
課

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

☎
３７‐

０
０
６
２

固
定
資
産
税
の
公
共
減
免
の

お
知
ら
せ

公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る

土
地
、
家
屋
に
つ
い
て
は
、
固
定

資
産
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る

土
地
、
家
屋
に
該
当
す
る
も
の
と

し
て
、
公
民
館
・
集
会
所
施
設
お

よ
び
そ
の
敷
地
、
必
要
な
整
備
が

さ
れ
て
い
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
賃
借
料
を
受
領
し
て

い
る
場
合
に
は
、
減
免
の
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
。

減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

に
は
、
減
免
申
請
書
に
減
免
を
受

け
よ
う
と
す
る
事
由
を
証
明
す
る

書
類
を
添
付
し
て
、
納
期
限
の
７

日
前
ま
で
に
税
務
課
資
産
税
班
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

☎
３７‐

０
０
６
２

市税の滞納処分の流れ

↓ 納期限を経過しても納付しないと…

↓ 相談も納付もない場合…

↓

換価処分（債権の取り立て、動産や不動産等の公売の実施 ）

納税通知書の発送

督促状の発送

財産の調査・差押

税
金
は
、納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

期
限
ま
で
に
納
付
が
で
き
な
い
場
合
等
は
、

お
早
め
に
税
務
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
し
な
い
で
い
る
と
、
滞
納
整
理
が
行
わ
れ
ま
す
。

市
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
督
促
状
や
催
告
書
を
送
付
し
、
自
主
的
に
納
付

す
る
こ
と
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
に

は
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
方
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
滞
納
し
て
い
る
方

の
財
産
を
調
査
し
、
そ
の
財
産
を
差
押
え
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
財
産
を
公
売
す
る
等

の
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▲自動車差押・タイヤロック

▲給与・年金等差押

▲不動産差押

広報さいかい 2014年4月号

くらしの情報
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市
税
に
か
か
る
滞
納
整
理
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
し

な
い
と
ど
う
な
る
の
？

Ａ

督
促
状
が
送
付
さ
れ
て
も
納

税
相
談
も
な
く
納
付
し
な
い
場

合
は
、
納
期
内
に
納
税
を
し
て

い
る
方
と
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
、
財
産
を
差
押
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

Ｑ

財
産
の
差
押
え
を
さ
れ
な
い

た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
？

Ａ

ま
ず
は
、
納
税
相
談
を
し
て

く
だ
さ
い
。
納
税
相
談
等
に

よ
っ
て
ご
本
人
の
収
支
状
況
等

を
お
伺
い
し
、
完
納
の
見
込
み

の
あ
る
計
画
が
立
て
ら
れ
る
場

合
な
ど
は
、
差
押
え
を
行
わ
な

い
で
す
む
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
財
産
が
差
押
え

の
対
象
に
な
る
の
？

Ａ

預
貯
金
、
給
与
、
年
金
、
生

命
保
険
、
売
掛
金
、
不
動
産
、

自
動
車
、
動
産
（
貴
金
属
、
絵

画
等
）
な
ど
換
価
可
能
と
判
断

で
き
る
財
産
に
つ
い
て
、
差
押

え
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

Ｑ

財
産
を
差
押
え
ら
れ
た
場
合
、

ど
う
す
れ
ば
解
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
？

Ａ

原
則
と
し
て
、
滞
納
税
額
を

完
納
し
な
い
限
り
差
押
え
は
解

除
さ
れ
ま
せ
ん
。
一
括
で
完
納

で
き
な
い
場
合
は
、
税
務
課
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ

延
滞
金
は
ど
の
よ
う
に
加
算

さ
れ
る
の
？

Ａ

納
期
内
に
納
税
し
た
方
と
の

公
平
の
た
め
に
、
納
期
限
の
翌

日
か
ら
納
付
日
ま
で
の
期
間
の

日
数
に
応
じ
、
次
の
割
合
で
延

滞
金
が
掛
か
り
ま
す
。

■
各
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
か
月

を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間

→

年
２
・
９
㌫

■
各
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
か
月

を
経
過
す
る
日
後
の
期
間

→

年
９
・
２
㌫

問
い
合
わ
せ
先
・
相
談
窓
口

税
務
課

☎
３７‐

０
０
６
２

〒
８
５
７‐

２
３
９
２

西
海
市
大
瀬
戸
町
瀬
戸
樫
浦
郷

２
２
２
２
番
地

復
興
増
税
に
よ
る
個
人
住
民
税

均
等
割
額
が
増
額
さ
れ
ま
す

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

に
関
し
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す

る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
必
要
な

財
源
の
確
保
に
係
る
地
方
税
の
臨

時
特
例
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行

に
よ
り
、
平
成
２６
年
度
か
ら
平
成

３５
年
度
ま
で
の
１０
年
間
、
個
人
市

民
税
の
均
等
割
額
に
５
０
０
円
が

加
算
さ
れ
て
３
、５
０
０
円
、
個

人
県
民
税
の
均
等
割
額
に
５
０
０

円
が
加
算
さ
れ
て
２
、０
０
０
円

と
な
り
ま
す
。

こ
の
増
額
分
は
、
防
災
・
減
災

事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
財
源
に

充
て
ら
れ
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

適
用
期
間

平
成
２６
年
度
か
ら
平
成
３５
年
度

ま
で
（
１０
年
間
）

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

☎
３７‐

０
０
６
２

軽
自
動
車
税
減
免
申
請
の
お
知
ら
せ

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
な
ど
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
に
つ
い

て
は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、

軽
自
動
車
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

申
請
期
間
は
、
納
税
通
知
書
が

お
手
元
に
届
い
て
か
ら
５
月
２６
日

㈪
ま
で
で
す
。

５
月
２６
日
㈪
を
過
ぎ
る
と
減
免

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
税
務
課
又
は
各
総

合
支
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

☎
３７‐

０
０
６
２

税額
平成２６年度から
平成３５年度まで

増額後の年額

３，５００円
２，０００円
５，５００円

平成２５年度まで

現行（年額）

３，０００円
１，５００円
４，５００円

市民税の均等割額
県民税の均等割額
均等割額

１か月を
経過した日以降

１４．６％

１４．６％

１４．６％

９．２％

納期限の翌日から
１か月以内

４．７％

４．５％

４．３％

２．９％

期 間

平成２０年１月１日～
平成２０年１２月３１日
平成２１年１月１日～
平成２１年１２月３１日
平成２２年１月１日～
平成２５年１２月３１日

平成２６年１月１日～

延滞金の割合
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①バリアフリー・安全型【廊下や各室のバリアフリー工事】

手すり

【廊下・階段】

滑り止め 段差解消

引戸に交換

【浴室】

床のかさ上げ

手すり
引戸に交換

段差解消

開口拡大
跨ぎ高さ低減

【便所】

手すり
引戸に交換

段差解消

洋式便器に交換

シシンク下にひざが
入る空間のある
もの

給気・排気ともに換気設備

外気外気
室内室内

ファンファン

ファンファン

を設けるもの（第1種換気）

【台所の改修工事】 【24時間換気設備設置工事】

上記に示す工事は、あくまで各工事種別の一例ですので、詳しく
は、住宅建築課にお問い合わせください。

【基礎等の補強工事】

【防火外壁への張替え】

②省エネルギー型
【複層ガラスの設置】

【防災瓦の葺き替え】

【断熱瓦の
葺き替え】

③防災型

【高効率給湯器の設置】

【断熱材の施工】

断熱材断熱材

…………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………

平
成
２６
年
度
西
海
市
住
宅
性
能
向
上

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
を
始
め
ま
す
。

市
民
の
将
来
的
な
安
全
や
安
心

に
つ
な
が
る
性
能
向
上
を
図
る
リ

フ
ォ
ー
ム
等
に
つ
い
て
対
象
工
事

に
係
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

補
助
要
件

西
海
市
内
に
一
戸
建
て
住
宅
ま

た
は
マ
ン
シ
ョ
ン
等
を
所
有
し
て

い
る
方
で
、
そ
の
住
宅
に
居
住
し

て
い
る
ま
た
は
リ
フ
ォ
ー
ム
後
確

実
に
居
住
す
る
こ
と

補
助
対
象
費
用

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
安
全
型
リ

フ
ォ
ー
ム
に
要
す
る
費
用
に
５

分
の
１
を
乗
じ
た
額
（
補
助
上

限
額
１０
万
円
）

②
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
リ
フ
ォ
ー
ム

に
要
す
る
費
用
に
５
分
の
１
を

乗
じ
た
額
（
補
助
上
限
額
１０
万

円
）

③
防
災
型
リ
フ
ォ
ー
ム
に
要
す
る

費
用
に
５
分
の
１
を
乗
じ
た
額

（
補
助
上
限
額
１０
万
円
）

④
そ
の
他
型
リ
フ
ォ
ー
ム
に
要
す

る
費
用
に
５
分
の
１
を
乗
じ
た

額
（
補
助
上
限
額
１０
万
円
）

※
平
成
２５
年
度
と
補
助
上
限
額
が

変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
①
か
ら
③
の
性
能
向
上
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
費
（
図
１
）
の

合
計
が
５０
万
円
以
上
で
あ
る
こ

と
※
④
に
つ
い
て
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
費
が
２０
万
円
以
上
５０
万
円

未
満
で
あ
る
こ
と
。

対
象
外
工
事

▼
補
助
金
交
付
決
定
前
に
着
工
し

た
工
事
▼
倉
庫
等
居
住
部
分
と
は

認
め
ら
れ
な
い
工
事
▼
下
水
道
接

続
工
事
▼
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
工
事
▼
外
構
工
事
（
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
策
を
除
く
）
▼
解
体
工
事

▼
太
陽
光
設
置
工
事
な
ど

補
助
限
度
額

①
１
戸
当
た
り
性
能
向
上
リ

フ
ォ
ー
ム
上
限
３０
万
円
（
工
事

費
５０
万
円
以
上
）

②
１
戸
当
た
り
そ
の
他
リ
フ
ォ
ー

ム
上
限
１０
万
円
（
工
事
費
２０
万

円
以
上
５０
万
円
未
満
）

※
①
と
②
を
重
複
し
て
補
助
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

受
付
開
始
日

４
月
１
日
㈫

予
算
が
な
く
な
り
次
第
、
受
付

を
終
了
し
ま
す
。

期
間平

成
２６
年
４
月
１
日
㈫
か
ら

平
成
２７
年
３
月
３１
日
㈫
ま
で

平
成
２７
年
３
月
３１
日
ま
で
に

工
事
が
完
成
す
る
も
の
に
限
り

ま
す
。

手
続
き
「
西
海
市
住
宅
性
能
向

上
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
要

綱
」
に
基
づ
き
、
必
要
な
提
出

書
類
を
作
成
の
上
、
住
宅
建
築

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
申
請
の
際
は
、
事
前
に
住

宅
建
築
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
金
交
付
申
請
書
は
、
各
総

合
支
所
、
出
張
所
に
も
備
え
付

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
海
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

住
宅
建
築
課

☎
３７‐

０
０
２
１

（図１）
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下
水
道
使
用
料
改
定
の
お
知
ら
せ

平
成
２６
年
４
月
使
用
分
（
５
月

請
求
）
か
ら
下
水
道
使
用
料
な
ら

び
に
浄
化
槽
使
用
料
（
以
下
「
下

水
道
使
用
料
」
と
い
う
。）
を
改

定
し
ま
し
た
。

広
報
さ
い
か
い
２
月
号
で
お
知

ら
せ
し
た
と
お
り
、
本
市
に
お
け

る
下
水
道
使
用
料
は
、
維
持
管
理

費
に
対
し
て
、
大
き
く
不
足
し
て

い
る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
多
額

の
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
定
で
全
て
の
維
持
管

理
費
を
賄
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、「
電
気
料
金
の
値
上
げ
」「
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
」「
施
設
の

老
朽
化
に
伴
う
修
繕
費
な
ど
の
増

加
」
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
下
水

道
使
用
料
を
改
定
し
ま
し
た
。

下
水
道
使
用
料
一
覧
表
を
掲
載

し
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
課

☎
３７‐

０
０
７
３

※５０㎥を越える料金については、次の計算例を参考にしてください。
＊下水道使用料計算例：使用水量５３㎥の場合
基本料金１０㎥ １，５００円＋（超過料金１７０円×（５３㎥－１０㎥））

＝下水道使用料８，８１０円

今後も、下水道事業の健全な運営に努めてまいりますので、皆様の
ご理解とご協力をいただきますようお願いします。

年
金
通
信

平
成
２６
年
度
の

国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
５
、２
５
０
円
で
す

平
成
２６
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
額
は
、
月
額
１
５
、２
５
０
円

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
２６
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
額
は
、
国
民
年
金
法
第
８７
条
に

お
い
て
、
１
６
、１
０
０
円
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
１６
年
度
か

ら
の
物
価
と
賃
金
の
変
動
に
基
づ

く
平
成
２６
年
度
の
保
険
料
改
定
率

０
・
９
４
７
を
乗
じ
る
こ
と
に
よ

り
、
１
５
、２
５
０
円
と
な
り
ま

し
た
。

年
金
相
談
の
ご
案
内

毎
月
１
回
、
年
金
事
務
所
職
員

に
よ
る
年
金
相
談
を
市
内
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

相
談
者
の
待
ち
時
間
を
減
ら
し
、

丁
寧
な
相
談
を
行
う
た
め
事
前
に

予
約
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
時
間

１１
時
か
ら
１５
時
ま
で

会
場
お
よ
び
期
日

大
瀬
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

平
成
２６
年
４
月
３
日
㈭

平
成
２６
年
８
月
７
日
㈭

平
成
２６
年
１２
月
４
日
㈭

大
島
総
合
支
所

平
成
２６
年
５
月
８
日
㈭

平
成
２６
年
９
月
４
日
㈭

平
成
２７
年
１
月
８
日
㈭

西
海
保
健
セ
ン
タ
ー

平
成
２６
年
６
月
５
日
㈭

平
成
２６
年
１０
月
２
日
㈭

平
成
２７
年
２
月
５
日
㈭

西
彼
総
合
支
所

平
成
２６
年
７
月
３
日
㈭

平
成
２６
年
１１
月
６
日
㈭

平
成
２７
年
３
月
５
日
㈭

予
約
申
込
方
法

長
崎
北
年
金
事
務
所
お
客
様
相

談
室
（
☎
０
９
５－

８
６
１－

１

３
８
７
）
へ
電
話
を
し
て
、
相
談

時
刻
を
予
約
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

予
約
の
際
は
、
相
談
者
及
び
配

偶
者
の
氏
名
、
基
礎
年
金
番
号
、

電
話
番
号
、
相
談
内
容
等
を
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
金
相
談
に
お
越
し
の
際
は
、

年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
）、
年
金
証
書
、
振
込
通
知
書

な
ど
の
他
、
相
談
者
本
人
で
あ
る

こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
方
が
ご
相
談
に
来
ら
れ

る
際
に
は
、
委
任
状
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

※
ご
都
合
に
よ
り
来
所
で
き
な
い

場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

☎
３７‐

０
１
６
４

使用料金
１，０００円
１，５００円
１，６７０円
１，８４０円
２，０１０円
２，１８０円
２，３５０円
２，５２０円
２，６９０円
２，８６０円
３，０３０円
３，２００円
３，３７０円
３，５４０円
３，７１０円
３，８８０円
４，０５０円
４，２２０円
４，３９０円
４，５６０円
４，７３０円
４，９００円

使用水量
５㎥まで
１０㎥まで
１１㎥
１２㎥
１３㎥
１４㎥
１５㎥
１６㎥
１７㎥
１８㎥
１９㎥
２０㎥
２１㎥
２２㎥
２３㎥
２４㎥
２５㎥
２６㎥
２７㎥
２８㎥
２９㎥
３０㎥

使用料金
５，０７０円
５，２４０円
５，４１０円
５，５８０円
５，７５０円
５，９２０円
６，０９０円
６，２６０円
６，４３０円
６，６００円
６，７７０円
６，９４０円
７，１１０円
７，２８０円
７，４５０円
７，６２０円
７，７９０円
７，９６０円
８，１３０円
８，３００円

使用水量
３１㎥
３２㎥
３３㎥
３４㎥
３５㎥
３６㎥
３７㎥
３８㎥
３９㎥
４０㎥
４１㎥
４２㎥
４３㎥
４４㎥
４５㎥
４６㎥
４７㎥
４８㎥
４９㎥
５０㎥

■下水道使用料一覧表（消費税込み）
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………………………………………………………………………

ご
活
用
く
だ
さ
い

西
海
市
農
林
業
振
興
事
業
費
補
助
金

環
境
保
全
型
農
業
推
進
事
業

（
堆
肥
購
入
補
助
）

市
内
で
生
産
さ
れ
た
畜
産
堆
肥

購
入
の
補
助

対
象
者

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
お
よ

び
認
定
農
業
者
に
限
る
。

要
件

西
海
市
内
で
生
産
さ
れ
た

畜
産
堆
肥
（
２
０
０
㍑
以
上
）

で
あ
る
こ
と
。

補
助
率

２
分
の
１
以
内

補
助
限
度
額

補
助
単
価

バ
ラ
堆
肥
１
、２
５
０
円
／
㌧
以
内

袋
堆
肥
１
０
０
円
／
袋
以
内

（
松
島
地
区
は
、
バ
ラ
堆
肥

２
、５
０
０
円
／
㌧
以
内
、
袋
堆

肥
２
０
０
円
／
袋
以
内
）

※
１
人
当
り
年
間
１０
万
円
を
上
限

自
給
飼
料
推
進
事
業

耕
作
放
棄
地
お
よ
び
面
高
地
区

圃
場
整
備
地
、
水
田
の
裏
作
へ
の

自
給
飼
料
作
付
に
か
か
る
種
子
代

お
よ
び
電
気
牧
柵
の
購
入
補
助

対
象
者

畜
産
農
家
で
あ
る
こ
と

補
助
率

２
分
の
１
以
内

（
上
限
５
０
、０
０
０
円
）

畜
産
優
良
種
導
入
事
業

優
良
繁
殖
和
牛
、
市
内
産
素
牛
、

優
良
種
母
豚
の
導
入
、
お
よ
び
優

良
雌
牛
保
留
経
費
の
補
助
。

対
象
者

畜
産
農
家
で
あ
る
こ
と

（
個
人
農
家
に
限
る
）。

補
助
率
お
よ
び
補
助
額

優
良
繁
殖
和
牛
導
入

導
入
費
用
の
１０
㌫
以
内
／
１
頭

※
た
だ
し
、
上
限
４
万
円

・
市
内
産
素
牛
導
入

和
牛

１
０
、０
０
０
円
以
内

Ｆ
１
牛

５
、０
０
０
円
以
内

・
優
良
雌
牛
保
留

３
０
、０
０
０
円
以
内
／
１
頭

・
優
良
種
母
豚
導
入

１
０
、０
０
０
円
以
内
／
１
頭

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
事
業

①
電
気
柵
・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

柵
の
購
入
補
助

要
件

受
益
戸
数
２
戸
以
上
。
１

か
所
あ
た
り
１０
㌃
以
上
の
農
地

に
限
る
。

対
象
者

農
業
者
で
あ
る
こ
と

補
助
率

資
材
費
の
２
分
の
１
以

内
そ
の
他

飛
地
の
場
合
は
、
受
益

者
１
戸
で
も
可
（
補
助
率
…
資

材
費
の
３
分
の
１
以
内
）

※
電
気
柵
設
置
に
係
る
電
柵
器
本

体
の
み
の
購
入
も
対
象
。

そ
の
他
県
補
助
事
業
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
防
護
ネ
ッ
ト
購
入
補
助

対
象
者

農
業
者
で
あ
る
こ
と

補
助
額

資
材
費
の
２
分
の
１
以
内

限
度
額

１０
㌃
あ
た
り
５
万
円
ま
で

そ
の
他

１
戸
で
も
可
。

③
箱
わ
な
購
入
補
助

対
象
者

農
業
者
で
あ
る
こ
と

補
助
額

１
基
あ
た
り
１
万
円
を

限
度

そ
の
他

１
戸
１
基
で
も
可

④
狩
猟
免
許
取
得
に
対
す
る
補
助

（
受
験
料
、
診
断
書
料
）

対
象
事
業
・
補
助
率

経
費
の
内
、
受
験
料
若
し
く
は

そ
れ
ら
の
申
請
に
係
る
手
数
料
若

し
く
は
受
験
に
係
る
申
請
の
際
に

提
出
す
べ
き
医
療
機
関
が
発
行
す

る
診
断
書
の
取
得
に
係
る
手
数
料

に
つ
い
て
、
そ
の
２
分
の
１
以
内

の
額
を
そ
れ
ぞ
れ
補
助
す
る
。

⑤
電
子
防
鳥
機
購
入
補
助

対
象
者

農
業
者
で
あ
る
こ
と

補
助
率

資
材
費
の
２
分
の
１
以
内

そ
の
他

１
戸
１
機
で
も
可

施
設
園
芸
育
成
推
進
事
業

ハ
ウ
ス
施
設
等
の
整
備
や
ビ

ニ
ー
ル
お
よ
び
寒
冷
紗
資
材
の
張

替
え
係
る
経
費
の
補
助
。

①
ハ
ウ
ス
施
設
等
の
新
設

②
既
存
施
設
に
係
る
付
帯
施
設

（
加
温
機
・
循
環
扇
・
給
水
施

設
等
）
の
新
設

③
既
存
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
資
材

お
よ
び
寒
冷
紗
の
張
替
（
更

新
）又
は
既
存
施
設
の
改
良（
機

能
向
上
）

対
象
者

農
業
者
で
あ
る
こ
と
。

（
③
は
認
定
農
業
者
に
限
る
。）

※
過
去
に
当
事
業
を
活
用
し

た
同
一
施
設
の
整
備
は
対
象
外

補
助
率

資
材
費
の
３
分
の
１
以
内

補
助
上
限
額

①
５０
万
円
以
内

②
２０
万
円
以
内

③
５
万
円
以
内

耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
事
業

国
庫
お
よ
び
県
単
事
業
に
該
当

し
な
い
自
己
所
有
農
地
の
耕
作
放

棄
地
解
消
、
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う

土
づ
く
り
に
対
す
る
補
助

対
象
者

農
業
者
で
あ
る
こ
と

補
助
率

一
般
農
家

定
額
２
０
、０
０
０
円
／
解

消
面
積
１０
㌃
あ
た
り

認
定
農
業
者

定
額
３
０
、０
０
０
円
／
解

消
面
積
１０
㌃
あ
た
り

※
土
壌
改
良
も
併
せ
て
実
施
す

る
場
合
、（
定
額
）
５
、０
０
０
円

／
解
消
面
積
１０
㌃
あ
た
り
を
加
算
。

問
い
合
わ
せ
先

農
林
課

☎
３７‐

０
０
７
０
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西
海
市
農
業
振
興
公
社
の

名
称
変
更
の
お
知
ら
せ

平
成
２６
年
４
月
１
日
か
ら
「
財

団
法
人
西
海
市
農
業
振
興
公
社
」

が
「
一
般
財
団
法
人
西
海
市
農
業

振
興
社
」
へ
法
人
名
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

業
務
内
容
と
し
て
は
、
特
に
変

更
は
な
く
、
今
ま
で
ど
お
り
西
海

市
と
一
体
と
な
り
、
地
域
の
特
性

と
資
源
を
生
か
し
た
農
業
振
興
を

図
る
た
め
、
農
地
の
荒
廃
防
止
お

よ
び
有
効
利
用
、
新
規
作
目
の
試

作
お
よ
び
普
及
、
農
産
物
の
６
次

産
業
化
、
農
業
に
関
す
る
情
報
の

収
集
、
発
信
等
を
積
極
的
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
担
い
手
の
育
成

お
よ
び
農
地
等
の
生
産
基
盤
の
充

実
を
推
進
し
、
効
率
的
で
生
産
性

の
高
い
農
業
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

一
般
財
団
法
人
西
海
市
農
業
振
興
社

〒
８
５
７‐

２
３
１
２

西
海
市
大
瀬
戸
町
多
以
良
内
郷

４
４
３
番
地
１

（
大
瀬
戸
ふ
れ
あ
い
工
芸
館
内
）

☎
２２‐

１
３
１
１

Ⓕ
２２‐

１
３
１
２

e-m
ail

saikai-agri.pc
1
@
iaa.itkee

per.ne.jp

・２０歳以上で精神障害等がない方
・麻薬や覚せい剤等の中毒者でない方
・狩猟免許取り消し等の処分を受けた場合にあっては、処分を受けてから３年を経過している方
５月７日㈬から６月６日㈮まで
１種類当り５，２００円（既に狩猟免許を所持して、他の種類の免許を受験される方は３，９００円）
長崎県県央振興局農林部農業企画課

諫早文化会館・佐世保市労働福祉センター
長崎県島原振興局
佐世保市労働福祉センター
諫早文化会館

※「網猟」および「わな猟」免許は、二次試験まで同日に行われます。
受験のための「講習会」が長崎県猟友会の主催で開催されます。
希望される方は、希望する会場事務局へお問い合わせください。

６月１５日㈰～１６日㈪ 受付９時３０分～ 講習１０時～１７時
※２日目の終了時間は希望講習内容により多少異なります。
申込先：長崎県猟友会（☎０９５‐８２２‐７２１３） 事務局長 野瀬
６月１４日㈯～１５日㈰ 受付９時３０分～ 講習１０時～１７時
※２日目の終了時間は希望講習内容により多少異なります。
申込先：佐世保市猟友会（☎０９５６‐３３‐２８８０） 会長 杉谷

１０，０００円
５月７日㈬から６月６日㈮の９時から１７時まで ※土日を除く

所持している狩猟免許の有効期間が平成２６年９月１４日で満了となる方。若しくは有効期間が
平成２６年９月１４日以降であっても所定の条件を満たし、更新を希望する方
６月２日㈪から希望する講習会実施日の２週間前まで
１免許種別当り ２，９００円
長崎県県央振興局農林部農業企画課

島原文化会館
長崎県勤労福祉会館

７月２４日㈭
９月１２日㈮

佐世保市労働福祉センター
諫早文化会館

６月２４日㈫
６月２５日㈬
７月３日㈭
７月１１日㈮

諫早文化会館

佐世保市労働
福祉センター

一 次 試 験

二 次 試 験
（銃猟試験のみ）

日 時
お よ び
場 所

受講料
受付期間

７月２日㈬
８月５日㈫

受験資格

受付期間
手 数 料
提 出 先

試 験 日

講 習 会

対 象 者

受付期間
手 数 料
提 出 先
期 日
お よ び
場 所

新

規

取

得

の

場

合

免
許
更
新
の
場
合

平成２６年度狩猟免許試験（新規）および
狩猟者適性検査（免許更新）のお知らせ

※イノシシなどの野生鳥獣を捕獲するためには狩猟免許が必要です。

※狩猟免許新規取得者には取得経費の一部助成があります。
問い合わせ先 長崎県県央振興局農林部農業企画課 ☎０９５７‐２２‐０３８９

市役所農林課 ☎３７‐００７０
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消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主

に
次
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

お
金
や
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
を
は

じ
め
商
品
の
安
全
に
関
す
る
相

談
・
苦
情
等
を
お
受
け
し
、
解
決

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
相

談
等
に
対
し
て
は
、
解
決
の
た
め

「
助
言
」
や
「
情
報
提
供
」
を
し

た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
あ
っ

せ
ん
」
と
い
っ
て
、
相
談
者
等
と

一
緒
に
事
業
者
に
対
し
て
交
渉
し

た
り
し
ま
す
。
相
談
等
は
相
談
窓

口
と
、
電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。ま

た
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
未

然
防
止
や
自
立
し
た
賢
い
消
費
者

を
育
成
す
る
た
め
に
、
出
前
講
座

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は

老
人
会
や
老
人
サ
ロ
ン
、
民
生
委

員
定
例
会
な
ど
で
講
座
を
行
い
ま

し
た
。

ど
ん
な
こ
と
を
相
談
で
き
る
の
？

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
の
具
体
例
で
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

①
突
然
自
宅
を
訪
問
し
て
き
た
人

の
話
を
長
時
間
聞
か
さ
れ
、
商

品
を
買
う
よ
う
勧
め
ら
れ
た
。

断
っ
て
も
な
か
な
か
帰
っ
て
も

ら
え
ず
、
仕
方
な
く
契
約
し
て

し
ま
っ
た
。

↓
悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
で
す
。

消
費
者
に
考
え
る
時
間
を
与
え

ず
そ
の
場
で
契
約
を
せ
ま
っ
て

き
ま
す
。必
要
な
い
と
き
は「
必

要
あ
り
ま
せ
ん
」
と
は
っ
き
り

断
り
ま
し
ょ
う
。

②
「
消
防
署
の
ほ
う
か
ら
消
火
器

の
無
料
点
検
に
来
ま
し
た
」
と

い
う
人
が
来
た
。「
無
料
」
だ

か
ら
と
思
い
お
願
い
し
た
ら
、

「
使
用
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
」

「
消
火
器
を
設
置
し
な
い
と
罰

金
を
取
ら
れ
る
」
な
ど
と
脅
さ

れ
新
し
い
消
火
器
を
購
入
さ
せ

ら
れ
た
。

↓
点
検
商
法
と
い
う
手
口
で
す
。

消
防
署
や
水
道
局
、
電
話
会
社

な
ど
公
的
機
関
や
有
名
企
業
を

名
乗
り
訪
問
し
て
く
る
ケ
ー
ス

も
増
え
て
い
ま
す
。「
無
料
点

検
」
以
外
の
請
求
に
応
じ
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
も
う
取

り
替
え
た
」
な
ど
と
言
わ
れ
て

も
、頼
ん
で
い
な
い
場
合
は「
そ

ん
な
こ
と
頼
ん
で
い
な
い
。
元

に
戻
し
て
。」
と
強
い
気
持
ち

で
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

③
突
然
自
宅
に
電
話
が
か
か
っ
て

き
て
、「
ご
注
文
い
た
だ
い
て

い
た
商
品
を
代
金
引
換
で
送
り

ま
す
」
と
言
わ
れ
た
。「
頼
ん

だ
覚
え
は
な
い
」
と
断
っ
た
が

「
２
か
月
前
に
ち
ゃ
ん
と
注
文

を
受
け
て
い
る
。
忘
れ
た
の
か
。

証
拠
も
残
っ
て
い
る
。
特
別
に

作
っ
た
商
品
だ
か
ら
キ
ャ
ン
セ

ル
は
で
き
な
い
。」
と
言
わ
れ
、

電
話
を
切
ら
れ
た
。

↓
送
り
つ
け
商
法
と
呼
ば
れ
る
手

口
で
す
。
曖
昧
な
返
事
は
禁

物
！
頼
ん
だ
覚
え
の
な
い
も
の

は
き
っ
ぱ
り
と
断
り
、
早
く
電

話
を
切
り
ま
し
ょ
う
！
ま
た
、

商
品
が
送
っ
て
き
て
も
「
受
取

拒
否
」
を
し
ま
し
ょ
う
！

④
集
会
所
で
格
安
の
日
用
品
を

売
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
行
っ

て
み
た
ら
、
大
勢
の
人
が
「
ほ

し
い
人
〜
？
」
と
言
わ
れ
「
は

い
！
」「
は
い
‼
」
と
手
を
挙

げ
て
商
品
を
格
安
で
買
っ
て

い
っ
た
。
最
後
に
高
額
の
商
品

が
出
て
き
て
、「
ほ
し
い
人

〜
？
」
と
言
わ
れ
そ
の
雰
囲
気

に
の
ま
れ
、
今
ま
で
の
勢
い
で

思
わ
ず
「
は
〜
い
！
」
と
手
を

挙
げ
て
商
品
を
購
入
し
て
し

ま
っ
た
。

↓
催
眠
商
法
と
呼
ば
れ
る
手
口
で

す
。
あ
や
し
い
会
場
に
は
立
ち

寄
ら
ず
「
あ
や
し
い
」
と
感
じ

た
ら
そ
の
場
を
立
ち
去
り
ま

し
ょ
う
。

⑤
子
ど
も
に
自
分
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
て
「
無
料
」
の

ゲ
ー
ム
を
さ
せ
て
い
た
。
翌
月
、

携
帯
電
話
会
社
か
ら
の
請
求
が

高
額
で
驚
い
た
。

↓「
無
料
」の
ゲ
ー
ム
で
も
、
ゲ
ー

ム
に
使
う
１
０
０
円
程
度
の
ア

イ
テ
ム
を
少
し
ず
つ
購
入
し
て

い
る
と
い
つ
の
間
に
か
高
額
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
子
ど
も

と
の
約
束
事
を
し
っ
か
り
決
め
、

使
わ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
知
ら
な
い
ア
ド
レ
ス
か
ら
届
い

た
メ
ー
ル
に
返
信
し
た
ら
ア
ダ

ル
ト
サ
イ
ト
の
登
録
画
面
に

な
っ
た

↓
こ
れ
は
架
空
請
求
の
手
口
で
す
。

知
ら
な
い
ア
ド
レ
ス
に
は
安
易

に
返
信
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
メ
ー
ル
や
ハ
ガ

キ
で
来
る
架
空
請
求
は
、
見
に

覚
え
が
な
け
れ
ば
無
視
し
ま

し
ょ
う
。
記
載
さ
れ
て
い
る
連

絡
先
に
連
絡
し
て
し
ま
う
と
、

個
人
情
報
が
知
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

⑦
「
必
ず
儲
か
る
」
な
ど
の
投
資

話
↓
利
殖
商
法
、
未
公
開
株
詐
欺
の

手
口
で
す
。
世
の
中
に
「
必
ず

儲
か
る
」「
簡
単
に
儲
か
る
」

投
資
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
お
い

し
い
話
ば
か
り
す
る
業
者
は
疑

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の
手

口
は
被
害
額
が
数
千
万
、
数
百

万
と
高
額
な
の
で
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

⑧
複
数
の
消
費
者
金
融
か
ら
の
借

入
を
返
済
で
き
な
く
な
っ
た

（
多
重
債
務
）

⑨
友
人
に
「
簡
単
に
儲
か
る
話
が

あ
る
」
と
誘
わ
れ
た
（
マ
ル
チ

商
法
）

⑩
街
で
「
無
料
体
験
エ
ス
テ
」
が

で
き
る
と
誘
わ
れ
、
行
っ
て
み

た
ら
高
額
商
品
を
買
わ
さ
れ
た

（
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
）

⑪
公
的
機
関
の
職
員
な
ど
を
名
乗

る
電
話
で
「
還
付
金
が
あ
る
」

と
言
わ
れ
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
よ

う
指
示
さ
れ
た（
還
付
金
詐
欺
）

↓
公
的
機
関
が
還
付
金
な
ど
を
Ａ

Ｔ
Ｍ
で
支
払
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

⑫
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
出
し
た
ら
色

が
変
わ
っ
て
返
っ
て
き
た

⑬
雨
漏
り
修
理
を
し
て
も
ら
っ
た

の
に
、
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
っ
た

※
こ
れ
ら
は
、
ほ
ん
の
一
例
で
す
。

「
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」
と
思

う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

西
海
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
３７－

０
１
４
５（
相
談
専
用
）

安
全
安
心
課

☎
３７－

０
０
２
８

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

ミ
ニ
知
識

今
月
は

【
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
仕
事
に
つ
い
て
】
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チ
ャ
レ
ン
ジ

さ
い
か
い

男女共同参画のイメージ

男性も女性も意欲に応じて、
あらゆる分野で活躍できる社会

職場に活気職場に活気 家庭生活の充実家庭生活の充実 地域力の向上地域力の向上

●女性の政策・方針決定
過程への参画が進み、多
様な人材が活躍すること
によって、経済活動の創
造性が増し、生産性が向
上

●働き方の多様化が進み、
男女ともに働きやすい職
場環境が確保されること
によって、個人の能力を
最大限に発揮

●家族を構成する個人が
お互いを尊重し合い協力
し合うことによって、家
族のパートナーシップの
強化

●仕事と家庭の両立支援
環境が整い、男性の家庭
への参画も進むことに
よって、男女がともに家
事や子育て、教育に参加

●男女がともに主体的に
地域活動やボランティア
等に参画することによっ
て、地域コミュニティが
強化

●地域活性化、暮らし改
善、子どもたちが伸びや
かに育つ環境が実現

ひとりひとりの豊かな人生
仕事、家庭、地域生活など多様な活動を自らの希望に沿った形で
展開でき、男女がともに夢や希望を実現とあわせ、ＤＶ（ドメス
ティックバイオレンス・配偶者や恋人等への暴力）の撲滅

西
海
市
は
、
平
成
１７
年
の
合
併
か
ら
こ
の
４
月
で
１０
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。

西
海
市
で
は
、
人
口
減
少
、
少
子
・
高
齢
化
な
ど
の
課

題
が
あ
る
中
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
市
民
が
一

体
と
な
り
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
性
別
を
問
わ
ず
、

「
住
民
と
行
政
が
協
働
」
で
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

広
報
さ
い
か
い
で
は
、「
男
女
共
同
参
画
と
ま
ち
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
、
西
海
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
や

個
人
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
何
だ
ろ
う
？

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
と
い
う
法
律
で
、「
男
女

が
、
互
い
に
そ
の
人
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
も
分
か

ち
合
い
、性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、そ
の
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
参
加
」
で
は
な
く
「
参
画
」

と
い
う
こ
と
で
す
。「
参
加
」
の
意
味
は
、「
仲
間
に
加
わ

る
こ
と
」。「
参
画
」
の
意
味
は
、「
計
画
に
参
加
す
る
こ

と
」。つま

り
、
男
女
共
同
参
画
と
は
、
様
々
な
こ
と
に
男
性

も
女
性
も
計
画
段
階
か
ら
携
わ
っ
て
、
お
互
い
に
支
え
、

認
め
合
い
、
尊
重
す
る
社
会
を
作
っ
て
い
く
も
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
い
か
い
」
１
回

目
は
、
大
島
町
の
大
島
「
Ｓ
Ｏ
Ｙ－

ｎ
ｅ
（
ソ
イ
ー
ネ
）」
の
代
表
・
久

田
昭
子
さ
ん
と
メ
ン
バ
ー
の
皆

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

■
大
島
「
Ｓ
Ｏ
Ｙ－

ｎ
ｅ
」
で
は
、
何
名
の
方
が
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

現
在
、
７
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
結
成
の
目
的
を
教
え
て
く
だ
さ
い

「
大
島
の
み
そ
」
と
「
西
海
市
特
産
の
み
か
ん
」
を
使
っ

た
新
し
い
商
品
を
開
発
し
、
地
域
へ
の
関
わ
り
を
持
っ
て
、

「
み
そ
を
使
っ
た
新
し
い
食
の
提
案
」
が
で
き
れ
ば
と
の

思
い
で
結
成
し
ま
し
た
。

■
ど
う
い
っ
た
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か

大
浦
お
慶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
長
崎
県
が
実

施
す
る
女
性
の
起
業
を
応
援
す
る
事
業
）を
活
用
し
て「
柑

ね
り
み
そ
」
開
発
し
ま
し
た
。
そ
の
「
柑
ね
り
み
そ
」
を

直
売
所
の
イ
ベ
ン
ト
の
時
に
野
菜
に
あ
え
て
試
食
し
て
も

ら
っ
た
り
、
小
学
校
の
交
流
会
の
時
に
、
み
そ
汁
を
提
供

し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、「
柑
ね
り
み
そ
」
を
市
内

の
飲
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
に
使
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
市
内
の

直
売
所
で
の
販
売
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

■
今
後
、
ど
う
い
っ
た
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
か
？

今
の
容
器
や
ラ
ベ
ル
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
若
い
人

に
「
柑
ね
り
み
そ
」
や
「
て
っ
か
み
そ
」
な
ど
の
、
み
そ

製
品
を
も
っ
と
手
軽
に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
市
民
の
皆
さ
ん
に
一
言
お
願

い
し
ま
す

「
柑
ね
り
み
そ
」
の
み
か
ん

は
、
西
海
市
産
の
季
節
ご
と
の

「
旬
の
み
か
ん
」
を
使
っ
て
い

ま
す
。
四
季
折
々
の
味
が
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、

一
度
、
お
試
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

と
れ
た
て
市
場

☎
３７－

１
１
６
６

男
女
共
同
参
画
シ
リ
ー
ズ
①

●
大
島
町

大
島「
Ｓ
Ｏ
Ｙ－

ｎ
ｅ
」●
代
表

久
田
昭
子
さ
ん
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オ
ラ
ン
ダ
村

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

コ
ー
ナ
ー

▲

専
門
的
な
曲
か
ら
、
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
音
楽
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン

ル
の
曲
演
奏
で
聴
衆
を
魅
了
し

ま
し
た

音
楽
で
元
気
と
き
ず
な
を

３
月
８
日
、「
東
翔
高
校
ふ
る

さ
と
コ
ン
サ
ー
ト
in
オ
ラ
ン
ダ
村

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
西
彼
杵
高
校
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

県
内
屈
指
の
実
力
を
持
つ
佐
世

保
東
翔
高
校
吹
奏
楽
部
を
昨
年
に

引
き
続
き
お
招
き
し
、
力
強
く
か

つ
暖
か
い
音
色
で
聴
衆
を
引
き
込

み
ま
し
た
。

後
半
は
、
西
彼
杵
高
校
吹
奏
楽

部
も
参
加
し
、
初
の
合
同
演
奏
を

披
露
。
部
員
数
８
名
で
活
動
し
て

い
る
同
校
吹
奏
楽
部
に
と
っ
て
、

今
後
の
練
習
の
刺
激
に
な
る
貴
重

な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

カ
キ
・
雑
貨
・
ラ
イ
ブ
・

カ
ヤ
ッ
ク
…
い
ろ
い
ろ

で
き
る
オ
ラ
ン
ダ
村

※おことわり
このコーナーでは「旧長崎オランダ村

施設」を「オランダ村」と呼んでいます。
施設ににぎわいを取り戻し、親しみを
持っていただきたく願いを込めての呼称
ですのでご理解をお願いします。

西
海
市
の
人
口
の
動
き

４
月
の
テ
ー
マ

月
は
い
え
ん
き
ゅ
う
き
ん

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

火

ゆ
び

ば
ね
指

水

ち
ゅ
う

ぎ
ょ
う
虫

木
き
ゅ
う
せ
い
こ
う
と
う
が
い
え
ん

急
性
喉
頭
蓋
炎

金

ば

む
し
歯
に
な
り
や
す
い

こ

こ

子
、
な
り
に
く
い
子

土・日
し
ゅ
っ
せ
い
ま
え
し
ん
だ
ん

出
生
前
診
断
に
つ
い
て

健
康

テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス

２ 月 中

外国人
３
１３
０
０

※平成24年7月9日
から外国人が住民
基本台帳法の対象
に含まれるように
なりました。

日本人
５７
７３
１０
３５

転入
転出
出生
死亡

前月比

－４０
－１０
－１９
－ ８
－２１
－ ２
－１１
２

－ ９

平成２６年
２月２８日現在
３０，１０３
２９６

１４，４９３
２１６

１５，６１０
８０

１２，４４３
３４
２４５

日本人
外国人
日本人
外国人
日本人
外国人
日本人
混 合
外国人

人 口

男

女

世帯数

各 町 別
大瀬戸
６，４７７

９
３，１４２

２
３，３３５

７
２，８２４

５
２

崎 戸
１，６６２

２
７８４
２

８７８
０

９１６
１
１

大 島
５，２３２
２３３

２，５９７
２０７

２，６３５
２６

２，５９２
１４
２０６

西 海
７，８７２
１６

３，７２６
０

４，１４６
１６

２，８９８
６
９

西 彼
８，８６０
３６

４，２４４
５

４，６１６
３１

３，２１３
８
２７

� 0120-555-203 携帯電話
不可

095-826-5511
0956-23-4300＊祝日は、前日のテープが流れます。

長崎県保険医協会 長崎市恵美須町２‐３‐２Ｆ
☎095-825-3829／FAX 095-825-3893

長 崎
佐世保

▲西海市出身者の東翔高校生と、西彼杵
高校吹奏楽部の皆さんが紹介されました

▲「恋するフォーチュンクッキー」はダ
ンスも披露しました

４月

▲３月１５日・１６日、今シーズ
ン最後の「カキ祭り＆手作
り雑貨フェア」を開催しま
した。
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市
長
の
あ
ん
な
こ
と
こ
ん
な
こ
と

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

市
長
の
田
中
で
す
。

桜
花
ら
ん
ま
ん
、
西
海
市
内
の
桜
の
名
所
は
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

春
を
呼
ぶ
行
事
と
い
え
ば
、
西
海
町
の
伝
統
的
な

敬
老
文
化
行
事
が
あ
り
ま
す
。
１
世
紀
も
の
間
、
戦

時
中
を
除
け
ば
地
域
を
あ
げ
て
守
り
継
承
し
続
け
て

来
た
こ
の
伝
統
行
事
は
、
現
在
、
西
海
市
が
掲
げ
て

い
る
地
域
福
祉
そ
の
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
披

露
さ
れ
る
演
芸
に
つ
い
て
、「
昨
年
末
か
ら
シ
ナ
リ

オ
を
考
え
、
練
習
を
積
ん
で
来
た
」
と
話
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
素
人
と
は
思
え
な
い
演
技
力
と
心
か

ら
敬
老
者
を
敬
う
地
域
力
に
、
た
だ
、
た
だ
、
す
ば

ら
し
い
の
一
言
に
尽
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
も

こ
う
し
た
ご
案
内
に
は
進
ん
で
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
先
人
か
ら
引
き
継
い
だ

歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
催
し
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
子

ど
も
さ
ん
か
ら
お
孫
さ
ん
へ
と
こ
れ
か
ら
も
継
承
し

て
欲
し
い
と
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

さ
て
、
平
成
１７
年
４
月
１
日
、
旧
５
町
が
対
等
合

併
し
西
海
市
が
誕
生
し
て
１０
年
目
の
記
念
す
べ
き
年

度
を
迎
え
ま
し
た
。
５
月
１１
日
の
記
念
式
典
で
は
長

崎
県
知
事
・
中
村
法
道
様
を
は
じ
め
、
姉
妹
市
町
盟

約
を
締
結
し
て
い
る
西
都
市
長
・
橋
田
和
美
様
、
広

尾
町
長
・
村
瀬
優
様
な
ど
、
多
く
の
ご
来
賓
な
ら
び

に
市
民
の
皆
様
に
出
席
を
仰
ぎ
、
長
崎
市
出
身
の
さ

だ
ま
さ
し
さ
ん
を
お
呼
び
し
て
の
記
念
事
業
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
多
く
の
ご
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
年
は
市
役
所
の
行
政
組
織
改
編
が

行
わ
れ
、
人
事
異
動
に
も
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

総
務
部
長
、
さ
い
か
い
力
創
造
部
長
な
ど
６
名
の

部
長
級
が
定
年
退
職
し
ま
し
た
が
、
新
し
い
体
制
で

す
で
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
大

卒
、
高
卒
な
ど
新
卒
、
社
会
人
枠
、
技
術
職
枠
を
合

わ
せ
た
新
規
採
用
が
１０
名
と
近
年
に
な
く
採
用
枠
を

広
げ
ま
し
た
。

今
年
の
異
動
規
模
は
２
３
１
名
（
う
ち
部
長
級
１１

名
、
課
長
級
１７
名
）
の
異
動
で
す
。

異
動
の
特
長
と
し
ま
し
て
は
、
重
要
施
策
実
現
に

向
け
た
企
画
調
整
機
能
強
化
を
図
る
た
め
の
増
員
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
、
幼
保
連
携
を

推
進
す
る
た
め
に
保
健
福
祉
部
に
『
こ
ど
も
課
』
を

新
設
、
イ
ン
フ
ラ
の
管
理
・
保
全
体
制
の
強
化
並
び

に
水
道
統
合
計
画
実
施
に
向
け
て
現
在
の
『
建
設
水

道
部
』
を
『
建
設
部
』
と
『
水
道
部
』
に
分
割
、
併

せ
て
人
員
配
置
の
見
直
し
、
各
種
工
事
の
監
理
お
よ

び
検
査
体
制
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
検
査
指
導
担

当
理
事
を
配
置
、
そ
し
て
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
専
門
職
員
を
増
員
し
ま
し
た
。

平
成
２６
年
４
月
１
日
現
在
職
員
総
数
は
３
５
３
名
で
、

平
成
１７
年
４
月
１
日
の
４
８
０
名
か
ら
し
ま
す
と
、

１
２
７
名
職
員
が
削
減
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
人
事
異

動
の
詳
細
は
、広
報
さ
い
か
い
５
月
号
で
紹
介
し
ま

す
。春

の
風
物
詩
、
大
瀬
戸
町
の
琴
平
神
社
春
季
大
祭
、

通
称
「
と
ん
ば
ん
さ
ん
」
が
４
月
５
日
、
６
日
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
今
年
、
日
本
の
祭
り
シ
リ
ー
ズ
に
取

り
上
げ
ら
れ
、
民
放
テ
レ
ビ
番
組
で
約
１
時
間
全
国

放
映
さ
れ
ま
す
。
す
で
に
小
屋
入
り
か
ら
取
材
収
録

が
行
わ
れ
て
お
り
、
本
番
で
は
顔
に
魚
や
野
菜
を
描

い
た
名
物
の
は
さ
み
箱
な
ど
が
５
月
２４
日
、
１４
時
か

ら
Ｎ
Ｂ
Ｃ
（
長
崎
放
送
）
で
ま
ず
は
放
映
さ
れ
ま
す

の
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▲昨年のはさみ箱

広報さいかい 2014年4月号

市長コラム

ま
ち
づ
く
り

き
ょ
う
い
く
の
広
場

環
境
ニ
ュ
ー
ス

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

ま
ち
の
話
題

く
ら
し
の
情
報

オ
ラ
ン
ダ
村
・
健
康

テ
レ
ホ
ン
・
人
口
の
動
き

市
長
コ
ラ
ム

33
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初参加
雪浦ペーロン保存会
雪浦川でペーロン体験を行います。
家族でこいで、親子の絆を深めよう。
日 時 ５月４日㈰ １０時～１４時
場 所 雪浦川 乗船時間 約２０分
参加費 大人７００円 高校生以下５００円

初企画
お庭＆石垣探訪
ご自宅の庭を開放していただきます。手作りのお庭などご観賞ください。

５月２日㈮ １４時～ 場所 雪浦小学校（入場無料）
「山口修＆純子さん雪浦小学校ロビーコンサート in 雪浦ウィーク」
山口さんと子どもたちとの共演もあります。お気軽にご来場ください。
２日の午前中は、雪浦小学校の子どもたちによる街角ライブもあります。

５月５日㈪ 雪浦公民館ライブ（いろいろな演奏家たちが雪浦に集合します）

５月４日㈰、５日㈪
シャトルバス「雪浦てくてく号」を運行します。雪浦ウィーク総合案内所と

音浴博物館を結びます。

＊今年は英文マップも作成中。５月３日、４日のお昼はカレーもありますよ。
新店舗、新企画、ますます盛りだくさんの雪浦ウィーク！
ぜひ、お楽しみください。

第１６回 雪浦ウィーク
グローバル 世界にこぎだせ 雪浦

２０１４年５月２日㈮～５日㈪
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26年
2014年

※各教室講座については、各担当部署に
　お問い合わせください。　
※大瀬戸コミセン：大瀬戸コミュニティセンター 子ども予防接種子ども予防接種

暮らしとこころの
相談会

暮らしとこころの
相談会イベント

健
康
相
談

健
康
相
談

母
子
健
康

手
帳
交
付

母
子
健
康

手
帳
交
付

す
く
す
く

相
談
す
く
す
く

相
談 救急医療

在宅当番医
救急医療
在宅当番医
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三種混合
西彼保健福祉センター
１３時～１３時３０分

●子ども予防接種

●

●

●

●

●

●

●

■西彼地区人権・行政・法律相談
（西彼保健福祉センター・１０時～１５時）

■障がい者就労相談（福祉事務所・１３時～１５時）

昭和の日

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

※専門外に対しては診療ができない場合があります。
※当番医は変更になることがあります。
※ご利用の際は、当番医に電話で確認してください。

西彼杵医師会
☎095-882-5268救急医療在宅当番医

健康相談（４月・５月）
時 間

９：３０～１１：００

※身体や心の健康に関することなどご相談ください。
保健師などによる個別相談を行います。

場 所
西彼保健福祉センター
西海保健センター
大島保健センター
崎戸中央公民館
大瀬戸保健センター

曜日
月
水
木
火
金

４月２１日・５月２６日
４月２３日・５月２８日
４月２４日・５月２９日
４月２２日・５月２７日
４月２５日・５月３０日

母子健康手帳交付日程
受付時間

１３：３０～１６：００

※上記の定例日以外の発行については、子ども課にお尋ねください。
※母子健康手帳交付には、印鑑が必要です。

場 所
こども課（市役所第１別館）
こども課（市役所第１別館）

曜日
金
金

４月１８日
５月２３日

すくすく相談 臨床心理士による子育てに関
する相談を受付けています。

予約締切
４／１６㈬
４／３０㈬
５／２㈮

乳幼児相談、乳幼児健康診査等の日程については、「平成２６年
度西海市母子健康カレンダー」に掲載しています。母子健康カレ
ンダーは、母子保健事業実施時や各総合支所でも配布します。ま
た、西海市ウェブサイトにも掲載しています。

時 間
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００

場 所
西海保健センター
西彼保健福祉センター
大瀬戸保健センター

曜日
木
木
水

４月２４日
５月８日
５月１４日

子どもの予防接種
平成２６年度の麻しん・風しん予防接種の対象は
下記のようになっています。
◎第１期：生後１２か月以上２４か月未満
◎第２期：平成２０年４月２日～平成２１年４月１日生まれ

暮らしとこころの相談会
長崎県では、弁護士・司法書士・臨床心理士等専門家に
よる多重債務問題、こころの問題などの無料相談会を開
催しています。
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母
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健
康

手
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相
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子ども予防接種子ども予防接種
暮らしとこころの

相談会
暮らしとこころの

相談会

救急医療
在宅当番医
救急医療
在宅当番医
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小武医院（西海）
☎３２－２１２１
雪浦診療所（大瀬戸）
☎３７－０１５０
真珠園療養所（西彼）
☎２８－００３８
わたなべクリニック（大瀬戸）
☎２３－３００２
金森医院（西海）
☎３２－０００６
須山医院（大島）
☎３４－２１２３
東内科医院（西彼）
☎２７－０１２７
浦口医院（大瀬戸）
☎２２－００１５

田中医院（西海）
☎３２－００３３
中村医院（大瀬戸）
☎２２－００１２

田中クリニック（西彼）
☎２７－００３５
山崎医院（崎戸）
☎３５－３３３７
松島診療所（大瀬戸）
☎２２－０２７１

小武医院（西海）
☎３２－２１２１
池田医院（西海）
☎３３－２０２１

ポリオ
たいら医院
１３時３０分～１４時

●子ども予防接種

●

●

●

●
●
●
●
●

■崎戸地区行政相談（崎戸中央公民館・１０時～１５時）

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

■年金相談（予約制）（大島総合支所・１１時～１５時）

■崎戸地区人権・法律相談（崎戸中央公民館・１０時～１５時）

■市内中学校体育大会（各中学校）
■合併１０周年記念式典（西彼農村環境改善センター）
■第２回オランダ村文化祭（旧長崎オランダ村・１０時～）

■大島地区行政相談（大島離島開発総合センター・１０時～１４時）

■障がい者就労相談（福祉事務所・１３時～１５時）

■大瀬戸地区行政相談（大瀬戸コミセン・１０時～１５時）

■市内小学校運動会（各小学校）

■平成２６年度西海市戦没者追悼式（西海スポーツガーデン）

■西彼地区人権・行政・法律相談（西彼保健福祉センター・１０時～１５時）

■西海市中総体（球技・武道）（市内各会場）

■障がい者就労相談（福祉事務所・１３時～１５時）

木
金

土

日

月

火

水
木
金
土

日

月
火
水
木
金
土

日

月
火
水
木
金
土

日

月
火
水
木
金
土

1
2

3

4

5

6

7
8
9
10

11

12
13
14
15
16
17

18

19
20
21
22
23
24

25

26
27
28
29
30
31

※各教室講座については、各担当部署にお問い合わせください。※大瀬戸コミセン：大瀬戸コミュニティセンター



（平成２６年４月１日現在）
主な業務内容

庶務、行政区長、自治会、議会、例規、訴訟、文書管理、行革、組織、定員管理、
事務改善
人事、給与、職員研修、人事評価、福利厚生
入札、指名願い、契約審査
財産管理、公用車、市営駐車場、物品管理、公有財産登記、地籍管理、宅地分譲
財政計画、予算、起債、交付税、財務報告
消防、防災、危機管理、基地
市営船、防犯、交通安全、交通政策、消費者行政、人権、男女共同参画
広報、広聴、秘書、褒章・栄典、市長会、総合計画、広域行政、過疎・辺地計画、
行政評価、都市計画、土地対策、統計
広報誌、電算組織の管理運営、地域情報化、電子自治体
地域振興、地域間交流、市民協働、オランダ村再生、イベント
観光振興、観光施設の管理運営
商工業の振興、雇用労政、電源地域振興、産炭、企業誘致
戸籍、住民基本台帳、外国人在留、印鑑登録、個人認証、犯歴、旅券、総合窓口、
国民年金
市民税、軽自動車税、国民健康保険税、基準財政収入額
固定資産税、国有資産所在市町村交付金
市税等の徴収・収納、納税組合、減免
環境、衛生、温暖化対策、犬、墓地、斎場

一般廃棄物の収集・処理、リサイクル、し尿処理、産業廃棄物

一般廃棄物処理施設の整備
保健・栄養指導、各種検診、保健施策の企画・計画策定、感染症予防・防疫、医
療行政、献血、被爆者援護、保健センターの管理
国保、国保被保険者の特定健診・特定保健指導、診療所、高齢者医療
社会福祉法人、民生委員・児童委員、日赤、戦没者、更生保護、地域福祉、福祉
医療、地域ケア会議、行旅病死人
障がい者福祉、難病患者福祉
生活保護

児童手当、児童扶養手当、保育所、少子化対策、母子・寡婦福祉、要保護児童

母子保健、こどもの予防接種
高齢者福祉、介護保険の総務
介護保険の資格管理・保険料、要介護認定、介護給付、介護施設
二次予防事業対象者の把握、地域支援事業、地域包括支援センター
農産物の流通・企画、農業団体、農業公社、農業の振興、家畜防疫
農業施設、土地改良、農道、林道
有害鳥獣対策、狩猟、鳥獣の保護、林産物の流通・企画、林業団体、林業の振興
水産業の振興、漁港漁場、水産関連施設、水産物の流通・企画、水産団体、水産
金融
道路・港湾・河川の整備、災害復旧、砂防・急傾斜地対策
道路・港湾・河川の管理、公有水面埋立申請、船員手帳
建築工事、建築確認申請、危険住宅、耐震事業
市営住宅の管理
水道使用届、水道使用料、会計事務、上下水道審議会、庶務、上水道施設の維持
管理、水源保全、水質検査、指定給水工事事業者
水道施設整備計画、工事の設計・発注・管理、水道整備事業の資金計画
下水道使用届、下水道使用料、会計事務、下水道施設の維持管理、排水設備指定
工事店
下水道施設の整備計画、工事の設計・発注・管理、下水道整備事業の資金計画
戸籍・住民・福祉・保健等の各種窓口、行政区長、自治会、消防、防災無線、選
挙、地域振興、施設の緊急対応

戸籍・住民・福祉・保健等の各種窓口、行政区長、自治会、消防、防災無線、選
挙、地域振興、施設の緊急対応

戸籍・住民・福祉・保健等の各種窓口、行政区長、自治会、消防、防災無線、選
挙、地域振興、船員手帳、施設の緊急対応

戸籍・住民・福祉・保健等の各種窓口、行政区長、自治会、消防、防災無線、選
挙、地域振興、多目的船、施設の緊急対応

伝票審査、会計事務の指導、出納検査、現金・有価証券の出納・保管、指定金融
機関、決算

西海市組織図（市長部局）
出先機関

松島出張所

市営船

クリーン
センター

診療所

間瀬保育所
蛎浦保育所

遊湯館

江島出張所
平島出張所

班名

行政班

人事班
契約班

財産管理班
財政班

消防基地対策班
安心生活班

秘書政策調整班

広報電算班
協働まちづくり班
観光振興班

商工企業誘致班

戸籍年金窓口班

市民税班
資産税班
収納班

総務環境班

廃棄物政策班

環境施設整備班

健康づくり班

医療保険班

総務福祉班

障がい者福祉班
生活保護班

子育て支援班

こども健康班
長寿政策班
介護保険班
地域支援班
農業振興班
農村整備班
鳥獣林務班

水産振興班

土木整備班
土木管理班
建築整備班
公営住宅班

水道総務班

水道整備班

下水道総務班

下水道整備班

総合窓口班

総合窓口班

総合窓口班

総合窓口班

会計審査班

課名

総務課

財務課

安全安心課

政策推進課

まちづくり
推進課

市民課

税務課

環境政策課

健康ほけん課

福祉課

こども課

長寿介護課

農林課

水産課

建設課

住宅建築課

上水道課

下水道課

西彼市民課

西海市民課

大島市民課

崎戸市民課

会計課（会計管理者）
（本館１階）

部名（庁舎）

総務部
（本館２階）

さいかい力
創造部

（本館２階）

市民環境部
（本館１階）

保健福祉部
（第１別館）

産業振興部
（第３別館）

建設部
（第４別館）

水道部
（第４別館）

西彼総合支所

西海総合支所

大島総合支所

崎戸総合支所



西海市役所電話番号
代表電話　0959-37-0011　FAX　0959-23-3101
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